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「主体的・対話的で深い学び」の実現へ向けて
～各教科等の「見方・考え方」を働かせる教材研究の在り方～

「学習指導要領解説 総則編」では「主体的・対話的で深い学び」を次のように整理しています。

「主体的・対話的で深い学び」とは、これまでの実践を否定し、新たな指導方法を取り入れなけ

ればならないということではありません。現在行っている授業を上記の視点でとらえ直し、単元や

題材のまとまりの中で指導内容を関連付け、これまでの学習活動の質を向上させることが求められ

ています。

その際、深い学びの鍵となるのが、「各教科等の特質に応じた『見方・考え方』を働かせる」とい

うことです。そのため教師は、子どもが本来もっている「見方・考え方」が働くように、「何に着目

させるか（視点）」「どんなことが考えられるか（思考）」を促すための働きかけ（発問や問い返しな

ど）を行い、「深い学び」を実現することが必要です。

そのために、欠かせないことは、教師の「教材研究」です。教師の役割は、授業中、子どもの考

えを発表させて終わりではありません。授業を行う前に深い教材研究を行い、どの考えを取りあげ

て子ども同士の考えをつなぎ、どのように授業のねらいを達成させて深い学びを築いていくかとい

う授業構想を描くことが必要となります。ですから深い学びの鍵は、子どものもつ「見方・考え方」

を働かせるための教師の「教材研究」に深く関わっています。

では、「教材研究」とはどのようなものでしょうか。福島県教育庁義務教育課編「学習指導の手引

き－第三次改訂版－」を参考に整理してみます。

「主体的な学び」

学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しをもっ

て粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる学び

「対話的な学び」

子ども同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えることを通し、

自己の考えを広げ深める学び

「深い学び」

習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働か

せながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問

題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向かう学び

「主体的・対話的で深い学び」を実現する教材研究の重要性

教師の「教材研究」とは

５ 単元の目標達成に向けて展開を計画する。

６ 各時間の目標達成に向けて授業の手立てを工夫する。

７ 目標達成のための評価規準・評価方法を計画する。

単元構想

授業構想

学習評価

教材解釈

教材研究力

授業研究力

１ 教材の教育的価値を明らかにする。（目標分析）

２ 教材のしくみを明らかにする。（構造分析） 教材分析

３ 教材の関連を明らかにする。（関連分析）

４ 児童生徒の実態をとらえる。（実態把握）
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教材の教育的価値を明らかにするとは、学習指導要領の目標・内容を踏まえて、身に付けさせた

い学力を具体的にとらえることです。

では、具体的にどのように教育的価値（目標）を分析していくのか、小学校音楽科６学年の三部

合唱（「ふるさと」）を例に挙げてみます。学年目標と内容から、身に付けさせたい力とは何かを明

らかにし、指導のポイントをつかむことが大切です。

「教材分析」について

１ 教材の教育的価値を明らかにする（目標分析）

内 容

（Ａ 表現） (1) 歌唱

音楽科 第５･６学年目標

「学習指導要領解説」を読むと…

（Ｂ 鑑賞）

【思考力・判断力・表現力等】

ア 鑑賞についての知識を得たり生かしたりしながら、曲や演奏

のよさなどを見いだし、曲全体を味わって聴く。

（共通事項）

【思考力・判断力・表現力等】

ア 音楽を形づくっている要素を聴き取り、それらの働きが生み

出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取ったこと

と感じ取ったこととの関わりについて考える。

【思考力･判断力･表現力等】

音楽表現を考えて表現に対する

思いや意図をもつことや、曲や演

奏のよさなどを見いだしながら音

楽を味わって聴くことができるよ

うにする。

【学びに向かう力・人間性等】

主体的に音楽に関わり、協働し

て音楽活動をする楽しさを味わい

ながら、様々な音楽に親しむとと

もに、音楽体験を生かして生活を

明るく潤いのあるものにしようと

する態度を養う。

【知識及び技能】

曲想と音楽の構造などの関わり

について理解するとともに、表し

たい音楽表現をするために必要な

歌唱、器楽、音楽づくりの技能を

身に付けるようにする。

【知識及び技能】

イ 曲想及びその変化と音楽の構造との関わりについて理解する。

【知識及び技能】

イ 音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる音符、休符、

記号や用語について、音楽における働きと関わらせて理解する。

【知識及び技能】

イ 曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解する。

ウ 思いや意図に合った表現をするために次の技能を身に付ける。

(ア) 範唱を聴き、楽譜を見て歌う技能

(イ) 呼吸･発音に気を付け、自然で無理のない、響きのある歌

い方で歌う技能

(ウ) 各声部の歌声や全体の響き、伴奏を聴いて、声を合わせて

歌う技能

例えば、「盛り上がるところは響きのある歌声で歌いたい。そのためには、３段目の最後のフレ

ーズをだんだん強くして４段目の山につなげよう」といったことである。スタッカートやスラー

などの表現方法や、声の音色、強弱、速度などの違いによる表現方法を様々に試すなどして、歌

唱表現を工夫する楽しさを味わい、思いや意図を膨らませるようにする。

歌声が重なって生み出される様々な響きを聴き取ったり、和音の美しい響きを味わったりして、

豊かな歌唱表現になるように指導を工夫する。重唱や合唱では、自分が担当している声部だけで

なく、他の声部との関わりを意識して歌うことで、歌声を合わせる喜びを味わうようにする。

音楽科の目標（略）

【思考力・判断力・表現力等】

ア 歌唱表現についての知識や技能を得たり生かしたりしながら、

曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように歌うかについ

て思いや意図をもつ。

①

②

合唱は歌唱領域。
重点事項はここ！

どのように歌うかについて思
いや意図をもたせるには？

声を合わせて歌う技能
を身に付けるには？
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高音のパート

ソプラノ

低音のパート

アルト

どのように歌うかについて思いや意図をもたせるために

声を合わせて歌う技能を身に付けるために

メゾ・ソプラノ

〔歌詞をもとに〕

○ 歌詞の情景をイメージする。
・教科書の写真や映像を生かす
・懐かしい日本の故郷、思い出
・遠く離れて住む父母、友達

○ 歌詞の意味を捉える。
「つつがなしや」（無事だろうか）
「いかにいます」（どうしているか）

○ 歌詞のまとまりを捉える。
「兎追いしかの山、小鮒釣りしかの川」
「志を果たして、いつの日にか帰らん」

〔曲をもとに〕

○ 速度に着目して聴く。
♩=76～84はゆったりめ

○ 強弱記号に着目して聴く。
・ｐ、ｍｆ、クレシェンド、デクレシェンド

○ 旋律の重なりに着目して聴く。
・３段目→異なる音程・リズムの追いかけ

○ 音の高低に着目して聴く。
・音が上がる→盛り上がる
・音が下がる→落ち着く

ゆったりと落ち着いた感じで歌いたい。
美しい日本の故郷の情景を伝えたい。
強弱など曲に盛り上がりを付けたい。

パートの音が重なるごとに響きが充実して完成度が高くなる。
互いの声の響きを聴き合い、和音の美しい響きを実感させたい。

○ 合唱の形態を考える。
・２部合唱の部分
（高音パートと低音パート）
・３部合唱の部分
（ソプラノ・メゾ・アルト）

○ 各パートの音をしっかり取る。
・パートリーダーの選出
・各パートのＣＤの準備
・キーボードなどで音取り

○ 縦の和音をしっかり合わせる。
・１音ずつ各パートの音を重ねて
○ フレーズごとに和音を合わせる。
・「ふるさと」の部分を他のパートの
音と合わせて

①

②

目標の達成にせまる
手立てを考えよう。
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 教材のしくみを明らかにするとは、教材の教育的価値（目標）に照らし合 

わせて、教材（単元）に含まれている指導事項を具体的にとらえることです。 

 「教材」を通して、児童生徒に「何を学ばせるのか」を３つの柱に即して 

捉えていきます。 

 学習指導要領、学習指導要領解説を読み解くと、この教材がどのようなしくみで構成されているか 

とらえることができます。では、小学校第５学年社会科「産業と情報」を例に見てみます。 

（小学校学習指導要領 社会科 第５学年（４）） 

指導案には教材観として提示される部分になります。

（例） 

・この教材には○○という価値がある。

（教材に含まれている指導事項） 

・児童生徒はこれまで○○ということを学習して

きている。 （既習のとらえ）

・これからこういう学習につながっていく。

（系統、発展） 

・この時期に学ぶべき学習である。

（適時性、発達段階）

この教材では何を指導

すればいいのかな？ 

理解させることは？

考えさせることは？ 

目標を整理すると理解させることと考えさせることが分かりやすくなります。 

解説には、見方・考え方を働かせるための着目点や問いの例も載っています。 

この単元でとらえること 

社会科は理解さ

せる（Ａ）の部分

と、（Ａ）をもとに

考えさせる（Ｂ）

の部分で構成さ

れています。 

解説には調べ方やま

とめ方についても示

されています。 

こ
こ
は
絶
対
に
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
な
︒ 

ど
の
順
番
に
進
め
た
ら
分
か
り
や
す
い
か
な
？ 

導
⼊
は
ど
ん
な
風
に
し
た
ら
効
果
的
か
な
？ 

（Ｂ） （Ａ）でとらえた知識をもとに、比較や関連付

けを図ることで考えさせること

※

読
⽆
解
⼖
⼚
⼯
⼮
見
⼏
⼭
⼖
⽒
⽪
⼇
⾬
⼇
⾆
ビ⼯
⽐
⼏
⼜
⼢
⼦
⼋
⼚
⼯
ピ 

【解釈】

身の回りには多くの情報があり、私たちのくらし

や産業にとても役立っている。情報は双方向性が

あって、発信側も受信側もその利点を生かしなが

らも、正確な情報活用に努めなければならない。

また、情報技術の進歩で、各種産業が変化、発展

してきている。様々なサービスにより生活が便利

になってきており、私たちの安心・安全なくらしに

役立っている。 

・冷静な判断

・公平・中立・客観 

・短時間

・正確さ

・わかりやすさ 

・生活に必要不可欠 

・目的に応じた使用 

・受信、発信（双方向） 

・安心・安全なくらし

・情報通信技術 

・サービス 

・他産業とのつながり

・情報リテラシー

・情報モラル

※

⼚
⼍
⼞
⼦
読
⽆
取
⽑
⽙
⽉
⼯
⼲
単
元
構
想
⽙
進
⽈
⼭
⼋
⼔
⽅
⼠
ヂ 

この教材をストーリーとしてとらえてみると… 

どの教科等においても、教材を用いて、何を学ばせるのかをとらえることが大切です。

教科等によってはその特質から、他の学年との系統や他領域との関連、前時とのつながりを考慮して教材の

しくみをとらえる場合もあります。

（Ａ）  この単元における視点と「問い」の例→とらえさせる「知識」

２ 教材のしくみを明らかにする（構造分析） 

単元のしくみを分析する 
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教材のしくみを明らかにするとは、教材の教育的価値（目標）に照らし合

わせて、教材（単元）に含まれている指導事項を具体的にとらえることです。

「教材」を通して、児童生徒に「何を学ばせるのか」を３つの柱に即して

捉えていきます。

学習指導要領、学習指導要領解説を読み解くと、この教材がどのようなしくみで構成されているか

とらえることができます。では、小学校第５学年社会科「産業と情報」を例に見てみます。

（小学校学習指導要領 社会科 第５学年（４））

指導案には教材観として提示される部分になります。

（例）

・この教材には○○という価値がある。

（教材に含まれている指導事項）

・児童生徒はこれまで○○ということを学習して

きている。      （既習のとらえ）

・これからこういう学習につながっていく。

（系統、発展）

・この時期に学ぶべき学習である。

（適時性、発達段階）

単元のしくみを分析する

この教材では何を指導

すればいいのかな？

理解させることは？

考えさせることは？

目標を整理すると理解させることと考えさせることが分かりやすくなります。

解説には、見方・考え方を働かせるための着目点や問いの例も載っています。

この単元でとらえること

社会科は理解さ

せる（Ａ）の部分

と、（Ａ）をもとに

考えさせる（Ｂ）

の部分で構成さ

れています。

解説には調べ方やま

とめ方についても示

されています。

こ
こ
は
絶
対
に
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
な
。

ど
の
順
番
に
進
め
た
ら
分
か
り
や
す
い
か
な
？

導
入
は
ど
ん
な
風
に
し
た
ら
効
果
的
か
な
？

（Ｂ） （Ａ）でとらえた知識をもとに、比較や関連付

けを図ることで考えさせること

※

読
み
解
く
こ
と
で
見
え
て
く
る
キ
ー
ワ
ー
ド
（と
ら
え
さ
せ
た
い
こ
と
）

【解釈】

身の回りには多くの情報があり、私たちのくらし

や産業にとても役立っている。情報は双方向性が

あって、発信側も受信側もその利点を生かしなが

らも、正確な情報活用に努めなければならない。

また、情報技術の進歩で、各種産業が変化、発展

してきている。様々なサービスにより生活が便利

になってきており、私たちの安心・安全なくらしに

役立っている。

・冷静な判断

・公平・中立・客観

・短時間

・正確さ

・わかりやすさ

・生活に必要不可欠

・目的に応じた使用

・受信、発信（双方向）

・安心・安全なくらし

・情報通信技術

・サービス

・他産業とのつながり

・情報リテラシー

・情報モラル

※

こ
う
し
た
読
み
取
り
を
も
と
に
単
元
構
想
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

この教材をストーリーとしてとらえてみると…

どの教科等においても、教材を用いて、何を学ばせるのかをとらえることが大切です。

教科等によってはその特質から、他の学年との系統や他領域との関連、前時とのつながりを考慮して教材の

しくみをとらえる場合もあります。

（Ａ） この単元における視点と「問い」の例→とらえさせる「知識」

２ 教材のしくみを明らかにする（構造分析）
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題材や作品のしくみを分析するとは、言葉と対象、言葉と言葉の関係をおさえて、作品の構成や

構造を明らかにし、学習目標にあわせて「何を」「どのように」授業に生かしていくか分析すること

です。では、小学校国語科４学年の物語教材「ごんぎつね」を例に作品のしくみを分析してみます。

４学年の学習目標は、「場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の様子や気持ちの変化、情

景などについて叙述をもとに読む」ことです。教材文を読み、場面の移り変わりや登場人物の気持

ちの変化の表れている箇所に線を引いたり、読み取った内容（教師の解釈）を書き込んだりしてい

きます（参考Ｐ.２２）。登場人物の気持ちはどうして変わったのか（理由）、何がそうさせたのか（根
拠）など、前後の叙述と関連させて分析していくと、具体的に指導したい事項が見えてきます。

「いわしをうら口から投げ
込む」から、「くりを物置
の入り口に置いて」に変わ
ったのはどうしてだろう？

ごんの償いの質が変わっ
っていった理由について
考えさせたい。償いをし
た「もの」「場所」「行動」
に着目して考えさせたい。

「神様にお礼を言うんじゃぁ。引き合
わない」と思ったのに、なぜごんは明
くる日も栗を持って行ったのか？

「引き合わない」と一度落ち込ん
だのに、償いを止めないごんの心
の変化を考えさせたい。自分がし
ているつぐないが神様のお陰にさ
れてしまうごんの心の葛藤につい
て考えさせたい。

火縄銃を落とした兵十は、
どんなことを考えていただ
ろう？

兵十は、ごんが栗や松茸を
持ってきた理由を分かって
いただろうか。いたずらぎ
つねと思い続けてきた気持
ちが変わっていく兵十の心
の中を考えさせたい。

題材や作品のしくみを分析する
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どうしてごんはいたずらばか
りしたのだろう。村人はどう
思っていたのだろう。

「いたずらばかり」→ひとり
ぼっちのため村人に注目され
たい、近づきたいという気持
ちがある。ごんのいたずらが、
ますます村人を怒らせて離れ
ていくことを考えさせたい。

「ぬすとぎつねめ」と言われ
て、ごんはどう思っただろう。

「ちょいと、いたずら」
のつもりが、「ぬすとぎつ
ね」に思われたごんの気
持ちを考えさせたい。
兵十は最後まで「ぬす

と」と思い込んでいたこ
とと結び付けたい。

ごんが、償いをしようと思い
始めたのは、なぜだろうか。

いたずらをやめて償いを
しようと心変わりをした
理由を考えさせたい。
ごんは「～にちがいな

い」「～だろう」と考える
が、それは事実か考えさ
せたい。

日常の読書は、個人的な読みで終わり

ます。しかし、授業で行う読みは、叙述

をもとに個人の読みを伝え合い、学級全

体で深め合い、多様な読みに触れることに意義

があります。「いたずらばかりしていたごん」が、

なぜ「償いをするごん」に変わったのか。どう

して、兵十に心を寄せていったのか。課題意識

をもち、叙述をもとに学級全体で考えることが、

読むことの必要感につながります。

文学的文章の読みの課題として、

「場面内にとどまる読み」が指摘さ

れています。学習のねらいが「場面

の移り変わりに注意して登場人物の様子や気

持ちの変化を読む」ことであれば、前後の場

面と関連させて読むことは、必須のことです。

ある場面の叙述を切り口として、前後の場面

の登場人物の様子や気持ちと比較させながら

読むことが必要です。

読
み
取
ら
せ
た
い
こ
と
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教材の関連を明らかにするとは、教材の系統性や順序性、他教科との関連を分析して、指導事項

のつながりを具体的にとらえることです。

では、具体的にどのように教材の関連を分析していくのか、中学校国語科３学年の古典教材（「お

くのほそ道」）を例に挙げてみます。

３ 教材の関連を明らかにする（関連分析）

「学習指導要領解説」を読むと…

古典作品には、その背景となる歴史的な状況が存在する。それを踏まえた上で古典を読むことで、作品の

世界をより深く、広く理解することが可能となる。また、舞台となっている時代の様子や作者が置かれてい

た状況を知ることで、作品の世界をより現実的、具体的にとらえることになる。

かつては栄華を誇った奥州藤原氏の面影はなくなって
いる。当時から残っているのは、山や川だけである。
自然の営みは悠久であるが、人の営みは一時的だなあ。

平家打倒のために武功を挙げ、源氏に貢献したのに、
兄の頼朝に滅ぼされてしまうとは、無念だったろう。

杜甫の漢詩「春望」にも都の荒廃を嘆き、変わらぬ自
然の営みのことが詠まれている。共感しただろう。

【読み取らせたいこと】【歴史的な状況・時代の様子・作者の状況】

平家物語の冒頭にもあるように、盛者必衰の理である。
勇猛な武士もついには滅びる無常の世の中である。

平泉に対する松尾芭蕉の思いは？
奥州藤原氏への思いは？

源義経に対する松尾芭蕉の思いは？

詩人杜甫が松尾芭蕉に与えた影響は？

平家物語が松尾芭蕉に与えた影響は？

芭蕉が詠んだ「夏草や兵どもが夢の跡」の句に込められた思いを読み取らせたい

前の学年の学習内容
と関連はないか。

他の教科の学習と
関連はないか。
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祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常

の
響
き
あ
り
。
沙
羅
双
樹
の
花
の
色
、

盛
者
必
衰
の
理
を
あ
ら
は
す
。
お
ご

れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
。
た
だ
春
の

夜
の
夢
の
ご
と
し
。
た
け
き
者
も
つ

ひ
に
は
滅
び
ぬ
、
ひ
と
へ
に
風
の
塵

に
同
じ
。

視点：杜甫「春望」 視点:「平家物語｣

国
破
れ
て
山
河
在
り

城
春
に
し
て
草
木
深
し

時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
濺
ぎ

別
れ
を
恨
ん
で
は
鳥
に
も
心
を
驚
か
す

○ 杜甫の無常観
・都の荒廃⇔悠久な自然
・杜甫の漢詩につながり
を見出す

○ 無常観を読み取る
・奢れる者のはかなさ
・勇猛な武士もいずれ
は消え失せる

× ×

視点：奥州藤原氏の滅亡視点：義経の死

《歴史との関連》
○ 兄弟の戦を知る。
・功名を挙げた義経が
兄に襲われ無念の死

《 歴史との関連》
○ 奥州藤原氏の栄華と
滅亡について知る。
・教科書や資料の活用

歴史的な状況・時代の様子・作者の状況をとらえる

三
代
の
栄
耀
一
睡
の
う
ち
に
し
て
、

大
門
の
跡
は
一
里
こ
な
た
に
あ
り
。

秀
衡
が
跡
は
田
野
に
な
り
て
、
金
鶏

山
の
み
形
を
残
す
。
ま
づ
、
高
館
に

登
れ
ば
、
北
上
川
南
部
よ
り
流
る
る

大
河
な
り
。
衣
川
は
、
和
泉
が
城
を

め
ぐ
り
て
、
高
館
の
下
に
て
大
河
に

落
ち
入
る
。
泰
衡
ら
が
旧
跡
は
、
衣

が
関
を
隔
て
て
南
部
口
を
さ
し
固
め
、

夷
を
防
ぐ
と
見
え
た
り
。

さ
て
も
義
臣
す
ぐ
つ
て
こ
の
城
に

籠
も
り
、

巧
名
一
時
の
草
む
ら
と
な
る
。

「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
、
城
春
に
し

て
草
青
み
た
り
」
と
笠
打
ち
敷
き
て
、

時
の
う
つ
る
ま
で
涙
落
と
し
は
べ
り
ぬ
。

夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡

卯
の
花
に
兼
房
見
ゆ
る
白
髪
か
な

曾
良

他教科との関連国語科の系統

芭蕉が「見たもの」→「夏草や」生命の営みを繰り返す悠久の自然（山河・草木）
「感じたもの」→「兵どもが夢の跡」夢のようにはかない人間の行い（栄華・功名）

夏草や兵どもが夢の跡
重要な言葉は…「夏草」

たとえ夢のようなはかない世の中でも、栄華を極め、懸命に生き、無残に果てた
義臣たちの姿は美しい。先人たちへの供養・鎮魂を想い、涙は流れる。

栄えた者の栄華も、功名をあげた勇猛な武士たちの行いも、時の流れとともに消
えてしまうものだ。全て諸行無常の世の中だ。しかし、山河や草木などの自然は悠
久なもので、人の行為に関係なく営みを繰り返し続けていく。

芭蕉の「見たもの」「感じたもの」は？

○ 松尾芭蕉が見た平泉を読み取る。
・大門、秀衡が跡、和泉が城、泰衡の跡
↓当時の繁栄はない
・田野、金鶏山、北上川、衣川
自然だけが残る

時のうつるまで涙落としはべりぬ

【作者の状況】
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観 察

児童生徒の実態をとらえるとは、その子がもつ知識や技能の習得状況や適性、興味や関心、生活
体験や交友関係などを多面的にとらえることです。その教科や学習内容に興味や関心があるかとい
う情意面の実態だけでなく、具体的な知識や技能の習得状況などを個別に具体的なデータで把握し、
そこから得られた情報の意味を総合的にとらえていきます。その子のよさや課題を洗い出し、その
改善に向けた研究計画を立てて授業実践に生かしていくことが大切です。
では、どのように児童生徒の実態を把握して具体的に授業に結び付けるのか、小学校道徳科第６

学年（主題名：「本当の親切」内容項目：Ｂ「親切、思いやり」）を例に見てみます。

４ 児童生徒の実態をとらえる（実態把握）

観 察

各教科等での「親切、思いやり」に関する学びの経験

授業を受ける子どもたちの、そのねらいとする道徳的価値に対する実態を把
握することが大切です。集団としての特性をつかむと同時に、個々の特性を
つかむ必要があります。

質 問 紙

国語 社会
算数

数学
理科 生活 音楽

図画
工作
美術

家庭
技術
家庭

外国語
活動
外国語

体育
保健
体育

道徳科
総合的
な学習
の時間

特別
活動

「サボテンの花」で、サ
ボテンの人を思いやる心
に気付いていたな。

１年生を迎える会では、１年
生の気持ちを考えながら企画
・運営していたな。

１学期に、「おばあちゃんの指定席」を
学習したな。人を思いやることの難しさ
について、考えることができた。

事前アンケート（例） ６年 組（ ）
1．当てはまる所に、○を付けましょう。

している していない
親しい人 ・仲のよい友達に親切にしている。

・同じクラスの人に、親切にしている。
・同じ学年の人に、親切にしている。
・違う学年の人に、親切にしている。
・近所の知っている人に、親切にしている。

初対面の人 ・スーパーなどで出会った人に、親切にしている。

２.学校や家庭以外で、初対面の人に、親切にしてもらったことはありますか。（自由記述）

３.学校や家庭以外で、初対面の人に、親切にできたことは、ありますか。 （自由記述）

他の教師の考え

自由記述式や多肢選択式の調査を行い、それらを記録・累積することで、
実態を浮かび上がらせていきます。

表面に現れる行動だけでなく、その背景を洞察します。本時であれば、
「親切、思いやり」という視点から、子どもを見ていきます。

多くの教師と意見や情報を交換することにより、子どもの実態を多面的
にとらえることができます。

地域のお年寄りとの交流をとおし、相手の
思いに寄り添うことのよさに気付いた。

質問紙より、「誰に対しても親切にすること」が難しいという実態が浮か

び上がった。導入で質問紙の結果を提示し、「親切にすること」に対する問題意識を高めたい。

学級集団としての特性 個々の実態

「誰に対しても親切にすること」が難しいという実態を踏まえると、「難

しい理由」や「初対面の人に対しても親切にすることのよさ」について、考えさせたい。

総合の地域の方との交流の際、優しく声をかけるＡ男の姿を見

た。自分から声をかけた理由について、是非聞きたい。そして、Ｂ子から感想を引き出す。

「導入」に生かす

「発問」に生かす

「意図的指名」に生かす

教師の意図

「教材解釈」について
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主題名 「本当の親切」
本時の目標 ロベーヌとジョルジュじいさんの二人の心の中を対比して考えさせることをとおして、だれに対しても思いやりの心をもつことの

大切さに気付き、相手の立場に立って親切にしようとする心情を育てる。

８ １
荷物を両手に 友達ではな
持っている人 い人が悪口
のためにドア を言われて
を開けた。 いたが助け

られなかっ

27 23 19 ９ ５ ２
エレベーター 親切にしても 参観日に、 エレベーター エレベーター 道を教えた
の戸を人が来 らうことが多 校舎内で迷 のボタンを押 で「何階まで こ と が あ
ているのに、 いと言ってい っていた人 してあげたこ 行きますか。」 る。
締めてしまっ る。 に教えた。 とがある。 とおじいさん
た。 に言えた。

28 24 20 10 ６ ３
外国の人に道 スーパーで高 交差点で、 荷物をたくさ 重そうな荷物 買い物でお
を聞かれ、知 いところにあ 杖をついて ん持っている を持っている 年寄りの人
っているのに る物を取って 歩いている 人を助けられ 人がいたが恥 が荷物を重
知らないふり もらったこと 人がいたが なかった。 ずかしくて助 そうに持っ
をした。 がある。 助けられな けられなかっ ていたが知

かった。 た。 らん顔して

29 25 21 11 ７ ４
幼稚園の時に 1年生を迎え スーパーで
泣いていると る会の計画 迷子の子と
初めて会った で。 一緒にお母
子に遊んでも さんを探し
らった。 た。

12 13 14 15 16 17
１年生を迎える会の入 当時初対面の29に、 おばあさんがお金を落 バスでおじいさんに席 エレベー バスで席を譲るこ
場で、１年生の目の高 家のカギが開いてい としたが急いでいたの を譲った。 ターのボタンを押して とができた。
さに合わせて身をかが なくて困っていると で拾えなかった。 1年生の時、大きな荷物 待っていた。
めながら話をしていた。 きに助けてもらった。 エレベーターのボタン を持ってもらった経験 １年生が転んで泣いて

を押した。 がある。 いて声をかけた。

アンケートの結果を見て、どんなことに気付いたか。

[導入] Ｃ 仲の良い人には、いつでも親切にできる人が多い。
Ｃ 親しくなくなると、親切にしにくくなっている。
Ｃ 「親切にしたい」と思っても、なかなかできないのはどうしてかな？

[展開]

ロベーヌがきっぱりと「息子なんです。」と言って付き添ったのは
なぜか。

Ｃ 自分のために無理をしていてくれたから、今度は助けたい。
Ｃ 身寄りがなくて困っているから役に立ちたい。

【中心発問】 ジョルジュじいさんが「ちっとも苦しくはなかったよ
…幸せを感じたくらいだ。」と言ったのはなぜか。

Ｃ ロベーヌの Ｃ ロベーヌのた Ｃ ロベーヌのためだから、苦
ことを考えて めに、役に立っ しくても楽しいって思ってい
いられたから。 ていたから。 た。

あまり親しくもない人のために、 本当は苦しかったんじゃないの。
そこまでしなくてもいいんじゃな 働くのをやめようって思ったこと
いのかな。 はなかったのかな。

ジョルジュじいさんの「最後のおくりもの」とは何だと思うか。

Ｃ ジョルジュじいさんのやさしさ。
Ｃ 相手を思うことの大切さを教えてくれた。

初対面の人に対して、相手を思って親切にしたことは、ありますか。
または、親切にしようと思ったけれど、できなかったことはあります
か。その理由についても、考えてみましょう。【書く活動】

Ｃ できた体験→12、15を指名する。
Ｃ できなかった体験→ 14、20を指名する。

本時のねらいに迫るために、事前アンケー

トのどの部分を生かすのかを考えます。道

徳的な問題に対する問題意識が高まるよう

な働きかけを考えます。

子どもの反応を複数想定しながら、それに

対するゆさぶりの発問等をあらかじめ用意

しておくと、効果的に考えを深めることが

できます。

事前の実態把握、教材解釈のために

作成した座席表ですが、授業中の子

どもの発言やノート等の記述を追記

する等、実際の授業の中でさらに生

かすことができます。

教材解釈を踏まえた授業構想 とらえた実態を授業に生かしやすくする「教材解釈」のために、座席表を活用する方法があり

ます。発問に対する子どもの反応をイメージしながら、授業全体を構想しましょう。

教材解釈とは？
その教材が含んでいる

ねらいや指導内容を、どのよ
うにして子どもが獲得しやす
いようにするかの研究です。

「だれに対しても親切にしているジョルジ

ュじいさんの心の中についてじっくり考え

させたいから、ここを中心発問にしよう」

等、目の前の子どもにいちばん考えさせた

いことを中心発問にします。

明らかになっている個の実態を、意図的指

名に役立てます。「この子のこの経験や考

えを、この発問の時に引き出したい！」と

いう教師の思いが大切です。

「導入」に生かす

「発問」に生かす

「意図的指名」に生かす

ねらいに即して考えを深める

座席表の活用

座席表は、教材研究の時にも

活用できるのですね。座席表

を用意しておき、いろんな場

面で使ってみたいです。
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単元目標の達成に向けて展開を計画するとは、子どもの発達的な特性や学習の状況などをふまえ、

その単元で身に付けたい力を「いつ」「どれだけの時間をかけて」「どのような順序で」指導するか、

計画を立てることです。その際、子どもの学習意欲が持続するように学習展開を工夫したり、子ど

もの実態に応じて単元の学習内容や領域に軽重を付けたりすることが大切になります。単元の終わ

りには「○○ができるようになって欲しい」という学習後の子どもの姿を見据えて、単元全体を見

通し、本時で身に付けることを精選し、焦点化を図っていきます。では、どのように単元構想を具

体的に立てるのか、小学校体育科３学年「鉄棒運動」を例に見ていきます。

〔

〔

〔上がり技〕

逆上がり膝掛け上がり

〔回転技〕

前方支持回転かかえ込み前回り

〔下り技〕

転向前下り前回り下り

〈Ａ校の例〉
第３学年では基本的な技を身に付ける時間を十分に確保し、第４学年では身に付けた技を工夫して行う時間

を多く設定した計画例

１～４ ５～６ ７～９ １０～１４

技に関連した易しい運動 自己の能力に適した課題を 基本的な技の習得を目指 自己の能力に適した課題を
遊びや基本的な技の習得 もって工夫して運動を行う して運動を行う もって工夫して運動を行う
を目指して運動を行う

基本的な前方支持回転技 基本的な後方支持回転技 基本的な前方支持回転技 基本的な後方支持回転技

低学年 中学年 高学年 中学校

運動遊び 基本的な技 発展技 基本的な技
（発展技） （更なる発展技） （発展技）

ふとん干し 前回り下り 前方支持回転 前方支持回転
前 前 ツバメ (前方支持回転) (前方伸膝支持回転) (前方伸膝支持回転)
方 足抜き回り かかえ込み前回り 片足踏み越し下り 転向前下り
支 ぶたの丸焼き 転向前下り (横とび越し下り) 踏み越し下り
持 転 さる （片足踏み越し下り) (支持跳び越し下り)
回

鉄 支 転 こうもり 膝掛け振り上がり 膝掛け上がり 膝掛け上がり
棒 持 技 ぶら下がり （腰掛け上がり） (もも掛け上がり) (もも掛け上がり)
運 系 跳び上がり 前方片膝掛け回転 前方もも掛け回転 前方ひざ掛け回転
動 跳び下り （前方もも掛け回転） (前方もも掛け回転)

前に回って下りる
後 補助逆上がり 逆上がり 後方支持回転
方 後 (逆上がり) 後方支持回転 (後方伸膝支持回転)
支 ○ 固 定 施 設 を かかえ込み後ろ回り (後方伸膝支持回転)
持 転 使った遊び (後方支持回転)
回 ・ジャングルジム
転 ・雲梯 後方片膝掛け回転 後方もも掛け回転 後方膝掛け回転
技 ・登り棒 (後方もも掛け回転) 両膝掛け振動下り (後方もも掛け回転)

・肋木 両膝掛け倒立下り
(両膝掛け振動下り)

前
方
足
か
け
前
転

後
方
足
か
け
前
転

５ 単元の目標達成に向けて展開を計画する

【学習指導要領解説 体育科編「Ｂ器械運動系『鉄棒運動』」の系統表を見る】

【文部科学省「器械運動指導の手引き」の「学習過程モデル」を参考にする】

学習の方法を考える 技の組み合わせを考える

・ 鉄棒運動が得意な子→(発展技)に進む。
・ 鉄棒運動が苦手な子→できる技に自信
をもたせ、新たな技に挑戦させる。

・ 教え合うポイントを明確にする。
・ ペアやグループで練習に取り組ませ、
技を見合い、補助者を立てて練習する。

・ 補助者や補助具を減らしていく。
・ 学習カードを用いて学習を振り返り、
自己評価・相互評価の場面をつくる。

「単元構想」について
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○ オリエンテーションの中で
子どもの実態を把握する。
・既習の運動の習得状況
・運動レディネスの把握

○ 本時で身に付けたい共通
の課題を設定する。
・能力差に応じた自己課題
・新たな技への挑戦

○ 技の組み合わせを考えさせる。
・上がり技－回転技－下り技
（例：逆上がり－前方支持回

転－前回り下り）

○ 技の習得のための手立てを
考える。
・技のコツ・ポイントを知る
・補助、補助具、タオル、
ゴムチューブなどの活用

○ 振り返りの場を設定する。
・学習カードの活用
・学習感想の発表

どのような順序で？

いつ？ どれだけの時間で？

ゴールから単元構想

を考えよう！

○ ペア・グループで見合う場
教え合う場を設定する。
・技のコツの見合い
・補助者による教え合い

、

、
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本教材は、「筆順と字形には密接な関係があり、

筆順に従って書くと字形が整う」ことを理解さ

せる教材です。

「左右」の筆順は、次の画への速やかな運筆と

関係があります。そのため、

「左」→ 横画が短く、払いが長い。

「右」→ 横画が長く、払いが短い。

というきまりがあります。「左」は左払いが長い

ので、字形は「下に広がる形」になります。「右」

は横画が長いので、字形は「下に狭まる形」に

なります。

低学年 中学年 高学年

(ア) 姿勢や筆記具の持ち方 (ア) を理解 (ア) 用紙全体との関係に注意して、文
を正しくして書くこと。 し、 こと。 字の大きさや配列などを決めるとと

(イ) 点画の書き方や文字の (イ) 漢字や仮名の大きさ、 もに、書く速さを意識して書くこと。
形に注意しながら、筆順 配列に注意して書くこと。(イ) 毛筆を使用して、穂先の動きと点
に従って丁寧に書くこと。(ウ) 毛筆を使用して 画のつながりを意識して書くこと。

(ウ) 点画相互の接し方や交 への理解を深め、 (ウ) 目的に応じて使用する筆記具を選
わり方、長短や方向など などに注意して書く び、その特徴を生かして書くこと。
に注意して、文字を正し こと。
く書くこと。

各時間の目標達成に向けて授業の手立てを工夫するとは、単元の中での本時の役割を明確にし、

子どもが本時の目標を達成するための手立てを考えることです。そのためには、授業展開について

考え、発問や板書、意図的指名など、指導の技術の吟味や工夫が必要です。また、教具の開発や資

料の準備において個に応じた手立てを考えることも必要です。授業をする際には、この授業の準備

が綿密なほど、個に応じた指導や支援ができると考えます。では、どのように授業の構想を具体的

に立てるのか、小学校国語科書写４学年の「筆順と字形」(題材「左右」)を例に取り上げます。

６ 各時間の目標達成に向けて授業の手立てを工夫する

【学習指導要領解説 国語科編（３）我が国の言語文化に関する事項〔知識･技能〕「書写」】

【学習のねらい】

「左」「右」の筆順・画の長さ・外形を理解し、

文字を整えて書く。

【文字のきまり（原理・原則）】

【指導のポイント】

(1) 筆順

「左」…横画が先、払いが後。

「右」…払いが先、横画が後。

〔絵図の提示〕

「左右」の字源（象形文字）

を示すことで筆順を説明する

ことができます。

(2) 「左右」の書き方

①「左」「右」…左払いの始筆は文字の中心。

②「左」「右」…左払いが横画

の二等分で交わる。

③「左」の「工」の部分は、五画目を長く。

「工」の部分は、中心線より右寄りに書く。

④「右」の「口」の部分は、四画目の折れを内側

に書き、五画目の横画が右に出るように接する。

⑤ 「口」の部分は、中心線より右寄りに書く。

× ×

筆順を誤る子が多いなあ。
文字の形を整えさせたいな。

「授業構想」について

２

１

１

２
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まとめ・振り返り 新たな学び

では、筆順と画の長さに気をつけて「まとめ書き」をしましょう。

「試し書き」と「まとめ書き」と比べてみましょう。
「良くなったなあ」と思うことはありますか？

筆順を守って書きました。

「右」の払いが短く、横画

が長くなったら文字の形も

良くなりました。

本時で何を学んだかを振り返り、自己の変容を意識させましょう。

まとめ書き

次回は「左右」の文字の形のヒミツを考えていこうね。

筆の運びは、一画目から二画目に入る。だから、「左」は横画が短く、払いが長くなる。

また、「右」は払いが短く、横画が長くなる。筆順と画の長さには関係があったんだね。

黒板に点画模型を貼りました。Ａさん、課題を見て、「左」「右」
を組み立ててください。画の長さにきまりが見つかりましたか？

「左」は横画が短い。払いが長い。

「右」は横画が長い。払いが短い。

練習用紙をいくつか用意しました。自分の課題に合わせて練習しましょう。

ぼくは文字の形

を整えたいなあ。

カゴ書き用紙で

練習しよう。

私は画の長さに

気をつけたい。

骨書き用紙で練

習しよう。

始筆の位置をつ

かみたい。

始筆用紙で練習

しよう。

課題解決

子どもの課題解決の時間（書く時間）を十分に確保しましょう。

※ 必要に応じて水書板で書いて

見せたり、ＤＶＤ（教師用教材）

を見せたりする。

学習課題の設定

①

① 「左」…横画が先、払いが後。

「右」…払いが先、横画が後。

「左」と「右」では、

１画目が違うね。

わたしの「右」も変だな。

「右」の１画目の払いが

長いのかなあ。

試し書き

上手く書けないな。

「左」の１画目の横画が

長いような気がする。

試し書きをします。姿勢を正し（足はぺったん、背筋はピン）
筆を立てて、半紙に「左右」と書いてみましょう。

今日の課題は、「左右」です。まず、筆順を確認します。
手のひらを筆の穂先と思って、大きく空書きします。
みんなで「一、二」と声を合わせて書きます。せーの。

授業の構想を考える

〔学習課題〕「左右」の筆順や画の長さにはどんなヒミツがあるのかな。
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 学習評価は、子どもの学習状況を適切に判断し、その評価を指導に生かすためのものです。教師が指導の過程や評価の方法

を見直し、より効果的な指導が行えるよう指導の工夫や改善を図ることが大切です。子どものよい点や学習の状況を積極的に

評価し、学習したことの意義や価値を実感できるように努めることが必要です。 

 また、学習指導要領の改訂に伴い、学習評価の観点は、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態

度」の３つになりました。国立政策研究所から「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する資料」が出され、評価規

準の作成のポイントが下記の通り示されました。 

 

７ 目標達成のための評価規準・評価方法を計画する 

教科の目標から評価

規準を作成する 

学年の目標から評価

規準を作成する 

教科→学年→単元のまとまり→本時…といったように作成していきます。 

目標と評価を同時にとらえる。これが「指導と評価の一体化」につながるんだね。 

文末「～している」

文末「～できる」
主
体
的
⼲
学
習
⼲
取
⽑
組
⽇
態
度
⼶
チ
教
科
⼲
⽏
⼪
⼭
設
定

⼵
仕
方
⼓
異
⼱
⽑
⽅
⼠
ヂ
国
立
政
策
研
究
所
⼵
資
料
⽙
参
考

⼲
⼰
⼵
⽏
⼍
⼱
規
準
⼮
評
価
⽙
行
⼏
⼷
良
⼋
⼵
⼒
確
認
⼠
⽒

⼚
⼯
⼓
大
切
⼮
⼠
ヂ 

〔主体的に学習に取り組む態度〕（以下①〜④を含めて設定）
①粘り強さ（積極的に、進んで、粘り強く…などの表現を入れて書く）

②自らの学習の調整

（見通しをもち、課題に沿って、今までの学習を生かして…などの表現） 

③(知識･技能)と(思考･判断･表現) の指導の重点

（粘り強さを発揮して欲しい内容を入れて） 

④具体的な言語事項を入れて

（自らの学習の調整で必要になる内容を入れて） 

⼰
⼵
資
料
⽙
用
⼋
⼭
チ
⼰
⼵
観
点
⼵
チ
⼰
⼵
学
習
状
況

⽙
評
価
⼠
⽒
⼵
⼒
⼵
計
画
⽙
立
⼭
⽅
⼠
ヂ 

網
掛
⼘
⼮
ミ記
録
⼲
残
⼠
評
価
ム⽙
意
識
⼠
⽒
⼱
⼰
チ
効

果
的
ヅ実
効
的
⼱
評
価
⼵
工
夫
⼓
必
要
⼮
⼠
ヂ 

単元の目標を 

作成する 

単元の評価規準を 

作成する 

「指導と評価の計画」

を作成する 

観点ごとに総括する 

授業を行う 

評価の進め方 留 意 点 

〔知識･技能〕と〔思考･判断･表現〕 

学習指導要領の該当する指導事項について、その文末を「～している」

と書き改めて設定する。 

※ 単元における観点別学習状況の評価を実施するにあたり、年間の指導と評価の計画を確認する。 
どの単元で、どの項目を評価していくのかという見通しをもつ。 

（例）社会科 

主体的に学習に取り

組む態度の評価につ

いて、学習問題につい

て予想や学習計画を

立て、学習を振り返っ

たり、見直したりして

学習問題を追究し、解

決しようとしている態

度を評価することが

考えられます。 

※ 「努力を要する」状況（Ｃ）と判断される児童には…
例えば、「この人たちの働きだけで安全は守られるかな？」などと問うことで、自分たちにできそうなこ

とはないか考えさせていくことが必要です。

以上のことから「おおむね満足できる」

状況（Ｂ）と判断

今まで地域の安全を守るためにだれが、ど

こで、何をしているかを調べてきた。 

地域の安全を守るために、多くの人が毎

日、工夫や努力をしてくれている。

自分たちは多くの人に守られているが、地

域の安全をもっと守るためには、自分たち

にもできることがあるのではないだろう

か。次はその問題を解決したい。 

さらに調べるべき課題を見いだしている。 

今までの２つの単元の学習状況を振り返っている。 

（内容のまとまりの評価規準） （単元の評価規準） 
主体的に学習に取り組む態度 主体的に学習に取り組む態度 

地域の安全を守る働きについて主体的に

問題解決しようとしたり、よりよい社会

を考え学習したことを社会生活に生かそ

うとしたりしている。

① 地域の安全を守る働きについて予想や学習計画を立て、

学習を振り返ったり見直したりして、学習問題を追究し、解

決しようとしている。

② 学習したことを基に地域の安全を守るために自分たちが

できることを考えようとしている。

◆社会科では「主体的に学習に取り組む態度」を以下の２つで評価。 

①主体的に問題解決しようとする態度（「学習問題の解決に粘り強く取り組む」側面や「自らの学習を調整する」側面を評価する） 

②よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度 

※児童のノート記述内容から評価した場合の例
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学習評価は、子どもの学習状況を適切に判断し、その評価を指導に生かすためのものです。教師が指導の過程や評価の方法

を見直し、より効果的な指導が行えるよう指導の工夫や改善を図ることが大切です。子どものよい点や学習の状況を積極的に

評価し、学習したことの意義や価値を実感できるように努めることが必要です。

また、学習指導要領の改訂に伴い、学習評価の観点は、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態

度」の３つになりました。国立政策研究所から「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する資料」が出され、評価規

準の作成のポイントが下記の通り示されました。

７ 目標達成のための評価規準・評価方法を計画する

教科の目標から評価

規準を作成する

学年の目標から評価

規準を作成する

教科→学年→単元のまとまり→本時…といったように作成していきます。

目標と評価を同時にとらえる。これが「指導と評価の一体化」につながるんだね。

文末「～している」

文末「～できる」
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
は
、
教
科
に
よ
っ
て
設
定

の
仕
方
が
異
な
り
ま
す
。
国
立
政
策
研
究
所
の
資
料
を
参
考

に
ど
の
よ
う
な
規
準
で
評
価
を
行
え
ば
良
い
の
か
確
認
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

〔主体的に学習に取り組む態度〕（以下①～④を含めて設定）
①粘り強さ（積極的に、進んで、粘り強く…などの表現を入れて書く）

②自らの学習の調整

（見通しをもち、課題に沿って、今までの学習を生かして…などの表現）

③(知識･技能)と(思考･判断･表現) の指導の重点

（粘り強さを発揮して欲しい内容を入れて）

④具体的な言語事項を入れて

（自らの学習の調整で必要になる内容を入れて）

ど
の
資
料
を
用
い
て
、
ど
の
観
点
の
、
ど
の
学
習
状
況

を
評
価
す
る
の
か
の
計
画
を
立
て
ま
す
。

網
掛
け
で
「記
録
に
残
す
評
価
」を
意
識
す
る
な
ど
、
効

果
的
・実
効
的
な
評
価
の
工
夫
が
必
要
で
す
。

単元の目標を

作成する

単元の評価規準を

作成する

「指導と評価の計画」

を作成する

観点ごとに総括する

授業を行う

評価の進め方 留 意 点

〔知識･技能〕と〔思考･判断･表現〕

学習指導要領の該当する指導事項について、その文末を「～している」

と書き改めて設定する。

※ 単元における観点別学習状況の評価を実施するにあたり、年間の指導と評価の計画を確認する。
どの単元で、どの項目を評価していくのかという見通しをもつ。

（例）社会科

主体的に学習に取り

組む態度の評価につ

いて、学習問題につい

て予想や学習計画を

立て、学習を振り返っ

たり、見直したりして

学習問題を追究し、解

決しようとしている態

度を評価することが

考えられます。

※ 「努力を要する」状況（Ｃ）と判断される児童には…
例えば、「この人たちの働きだけで安全は守られるかな？」などと問うことで、自分たちにできそうなこ

とはないか考えさせていくことが必要です。

以上のことから「おおむね満足できる」

状況（Ｂ）と判断

今まで地域の安全を守るためにだれが、ど

こで、何をしているかを調べてきた。

地域の安全を守るために、多くの人が毎

日、工夫や努力をしてくれている。

自分たちは多くの人に守られているが、地

域の安全をもっと守るためには、自分たち

にもできることがあるのではないだろう

か。次はその問題を解決したい。

さらに調べるべき課題を見いだしている。

今までの２つの単元の学習状況を振り返っている。

（内容のまとまりの評価規準） （単元の評価規準）
主体的に学習に取り組む態度 主体的に学習に取り組む態度

地域の安全を守る働きについて主体的に

問題解決しようとしたり、よりよい社会

を考え学習したことを社会生活に生かそ

うとしたりしている。

① 地域の安全を守る働きについて予想や学習計画を立て、

学習を振り返ったり見直したりして、学習問題を追究し、解

決しようとしている。

② 学習したことを基に地域の安全を守るために自分たちが

できることを考えようとしている。

◆社会科では「主体的に学習に取り組む態度」を以下の２つで評価。

①主体的に問題解決しようとする態度（「学習問題の解決に粘り強く取り組む」側面や「自らの学習を調整する」側面を評価する）

②よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度

※児童のノート記述内容から評価した場合の例
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｢見方･考え方｣を働かせる国語科の教材研究

小学校第３学年「自然のかくし絵」（東京書籍）

「読むこと」（説明的な文章）の教育目標の系統

低学年 中学年 高学年

ア 時間的な順序や事柄 ア 段落相互の関係に着目し ア 事実と感想、意見などとの関
の順序などを考えなが ながら、考えとそれを支え 係を叙述を基に押さえ、文章全
ら、内容の大体を捉え る理由や事例との関係など 体の構成を捉えて要旨を把握す
ること。 について、叙述を基に捉え ること。

ること。

ウ 文章の中の重要な語 ウ を意識して、 ウ 目的に応じて，文章と図表な
や文を考えて選び出す どを結び付けるなどして必要な
こと。 こと。 情報を見付けたり、 論の進め

方について考えたりすること。

オ 文章の内容と自分の オ 文章を読んで理解したこ オ 文章を読んで理解したことに
体験とを結び付けて、 とに基づいて、感想や考え 基づいて、自分の考えをまとめ
感想をもつこと。 をもつこと。 ること。

カ 文章を読んで感じた カ 文章を読んで感じたこと カ 文章を読んでまとめた意見や
ことや分かったことを や考えたことを共有し、 感想を共有し、自分の考えを広
共有すること。 などに違い げること。

があることに気付くこと。

構
造
と
内
容
の

把
握

精
査
・

解
釈

考

え
の

形
成

共

有

作品のしくみ（文章の構成）

段
落

大
事
な
言
葉

書
い
て
あ
る
こ
と

（
要
約
）

①

・セ
ミ
、
バ
ッ
タ

・
見
う
し
な
う

②

・見
分
け
に
く
い
色

・身
を
か
く
す

・ほ
ご
色

③
・
ど
の
よ
う
に
～
か
？

・
コ
ノ
ハ
チ
ョ
ウ
の
羽

④

・裏
は
か
れ
葉
色

・
木
の
葉
そ
っ
く
り

・
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ

・
ほ
ご
色
に
な
る

⑤

場
所
に
す
む

・草
む
ら

↓

緑
色

・
枯
れ
草

↓

褐
色

・
ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
幼
虫

⑥

・周
り
の
色
が
変
化
す

る
と
体
の
色
が
変
わ
る

・葉
が
黄
色

↓

黄
色

⑦

・こ
の
ほ
か
に
も

⑧
・
ど
ん
な
と
き
で
も
？

⑨
・
ほ
ご
色
は
役
立
つ

⑩
・じ
っ
と
し
て
い
る
か
ぎ
り

⑪

・
動
い
た
と
き
は
、

食
べ
ら
れ
る

⑫

・生
き
続
け
る

・
ず
い
ぶ
ん
役
立
つ

セ
ミ
や
バ
ッ
タ
を
見
う
し
な
う
こ
と
が
あ
る
。

話 題 提 示

周
り
の
色
と
見
分
け
に
く
く
、
敵
か
ら
身
を

か
く
す
の
に
役
立
つ
色
を
「
ほ
ご
色
」
と
い
う
。

問 い

昆
虫
は
ど
の
よ
う
に
し
て
身
を
か
く
す
の
か
？

例 １

コ
ノ
ハ
チ
ョ
ウ
の
羽
の
裏
は
、
か
れ
葉
色
。

閉
じ
る
と
木
の
葉
そ
っ
く
り
で
見
分
け
が

付
か
な
い
。

例 ２

ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
は
、
体
の
色
が

ほ
ご
色
に
な
る
場
所
に
す
ん
で
い
る
。

（
草
む
ら

↓

緑
色
、
枯
れ
草

↓

褐
色
）

例 ３

ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
は
、

周
り
の
色

が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
体
の
色
を
変
え
る
。

（
葉
が
黄
色

↓

体
の
色
も
黄
色
）

問 い

ど
ん
な
と
き
で
も
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
か
？

じ
っ
と
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
ほ
ご
色
は
身
を
か

く
す
の
に
役
立
つ
。

し
か
し
、
動
い
た
と
き
な
ど
に
は
、
鳥
や
ト
カ

ゲ
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
。

ほ
ご
色
は
昆
虫
が
生
き
続
け
る
の
に
、
役
立
っ

て
い
る
。
ほ
ご
色
は
自
然
の
か
く
し
絵
だ
。

保護色の限界まとめ

学習指導要領には「目的を意識して」要約

することが重要と書かれています。単に文章

を短くまとめればよいのではなく、「何のため

に要約をするのか」が大切です。「教材文の内

容を相手に端的に説明する必要があるから短

くまとめる」といった目的意識が大切です。

説明文の面白さは、題材の面白さだけでな

く、筆者の論理的な説明の展開や考え方を知

る面白さもあります。筆者の考えに対して自

分の考えをもち、情報を補って読む面白さも

あります。図書館の本や資料を読み、調べる

ことが発展的な学習につながります。

まず、教師自身が要約文を書いてみましょう。
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要約が書けましたね。
山折り・谷折りで折って、
豆本を完成させましょう。

次回は、図鑑で「身をかくすこ
ん虫」を調べて、空いているペー
ジにまとめよう。

授業の展開例

学習課題の設定

⑧「どんなときでもてきから身を

守れるのか?」ということ。

筆者が説明したいことは、⑦「このほかにもたくさ
んの昆虫がいるよ」ということかな。それとも⑧「ど
んなときでも身を守れるの？」ということかな。

「どんなときでも守れ

るのか?」ということ。

前の時間は、⑤トノサマバ
ッタや⑥ゴマダラチョウの幼
虫の「身のかくし方」につい
て、書かれてあることを短く
まとめました。

⑦⑧の段落は、どんなこと
が書かれてありましたか？

表面

裏面

⑦「このほかにも、身をかくす昆

虫はたくさんいる」ということ。

課題解決

k

教
材
文

「キーワード」に着目させるための問いかけをしましょう。

⑨⑩の段落は、「ほご色が役立つ」場合について書かれてあります。
どんなときに役立つのですか？

「じっと休んでいる」とき。
「じっとしているかぎり」

「身をかくすのに役立つ」。

※ 教材文に立ち返り、子どもが見つけた「大事な言葉」にサイドラインを引いたり、線で囲んだ
りして印を付けます。「大事な言葉」を使い、自分の言葉で補って文章を短くまとめさせます。

⑪の段落は、「ほご色が役立たない」
場合について書かれてあります。
どんなときは役立たないのですか？

「動いたときなど」鳥やトカゲに食べられる。

⑫段落は、「まとめ」です。筆者は何
が言いたかったのかな？

「ほご色は、どんな場合でも役立つとはか

ぎらないが、てきにかこまれながら生きつづ

けるのに役立っている。」

〔学習課題〕
こん虫は、どんなときでも身を守る
ことができるのだろうか。

まとめ・振り返り 新たな学び
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【大仏建立の詔】

天下の富や権勢をもつ者は私である。その力をもってこの像を造ることはたやすいが、それでは私の願いを叶え

ることができない。この事業に加わろうとする者は、強制ではなく誠心誠意の自発的な気持ちで参加してほしい。

たとえ 1 本の草、ひとにぎりの土でも協力したいという者がいれば、無条件でそれを許せ。役人はこのことのた

めに人民から無理やり取り立てたりしてはならない。

働かせたい「見方・考え方」の視点

聖
武
天
皇

天皇として活躍した時代がきわめて不安定な世の中であったことを具体的

にイメージ化させ、仏教の力で国の平安を得ようと願ったことを関連付けて

とらえさせる。大仏からは、仏教の慈悲を国の隅々まで行き渡らせ、国の平

安を得ようとした天皇の思いを想像することができる。大仏造営について、

その規模や材料の量、働いた人数、造り方などを具体的に調べさせることを

通して、大仏の巨大さを実感させるととともに、国家的な大事業を成し遂げ

た聖武天皇の力についてもとらえさせることが重要である。聖武天皇に関わ

る文化遺産としては東大寺の他に正倉院があるが、ここには中国の他、ギリ

シアやローマなどにつながる品物も多く、当時の大陸との関わりを考えさせ

ることができる。

年 主なできごと

仏教が大陸から伝わる

蘇我氏の勢力が強まる

５７４ 聖徳太子が生まれる

５８９ ◆随が中国を統一する

５９３ 聖徳太子が天皇を助ける役職につく

６０３ 冠位十二階を定める

６０４ 十七条の憲法を定める

６０７ 遣隋使を送る

法隆寺を建てる

６１８ ◆随がほろび、唐がおこる

６２２ 聖徳太子がなくなる

６３０ 遣唐使を送る

６４５ 中大兄皇子らが蘇我氏をたおす

６９４ 最初の本格的な都（藤原京）がつくられる

７０１ 新しい法律を定める

７１０ 都が平城京（奈良県）に移る

７２４ 聖武天皇が位につく

「天
皇
中
心
」と
な
る
き
っ
か
け

「天
皇
中
心
」へ
向
け
た
展
開

「天
皇
中
心
」の
確
立

天皇を中心とした政治が確立した

大陸文化の摂取
聖徳太子が法隆寺を建立

し、小野妹子らを遣隋使とし

て隋に派遣することにより、政

治の仕組みなど大陸文化を

積極的に摂取しようとしたこと

などが分かる

大仏造営

聖武天皇の発案の下、行基らの協力に

より国家的な大事業として東大寺の大仏

が造られ、天皇を中心とする政治が都だ

けでなく広く全国に及んだことや、聖武天

皇の願いにより鑑真が来日し、仏教の発

展に大きな働きをしたことがわかる

大化の改新

中大兄皇子や中臣鎌足によっ

て政治の改革が行われたこと

や、天皇中心の新しい国づくり

を目指したことなどが分かる

大仏を造った聖武天皇はどんな人
なのかな？どうしてこんな大きな
力をもっていたのかな？どんな国
作りを目指したのかな？

古墳ができた後、日本はどのよ
うになっていったのだろう？

どうしてこんな大きな大仏を
造ることができたのだろう？

☞ 前の時代とのつながりから入ることもできる。

☞ 単元の着地点から入ることもできる。

単元の導入ではどんな視点をきっかけに

しようかな？

☞ 人物から入ることもできる。

心

体制

試行

例えば…
大仏と小学生を比べて提示

何年くらいかけて造られたのかな？

どのくらいの大きさなのかな？

歴史の学習では人物

の働きを通して学習

を進めていくことが

大切です。

小学校の歴史の学習では通

史として事象を網羅的に取

り扱うものではないことに

留意する必要があります。

｢見方･考え方｣を働かせる社会科の教材研究

小学校第６学年「天皇中心の国づくり」（東京書籍） 教材のしくみ

単元構想

学習課題の設定

社会的見方・考え方のどの視点に着目させて本時の学習を進めていくかをと

らえ、視点を意識した学習展開を考えていくことが大切です。

「見方・考え方」の視点の例は中央教育審議会: 「幼稚園，小学校，中学校，高等

学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について

（答申）別添資料3-5」(H28.12.21)に例示されています。

導入では「どんな」「どのくらい」といった事実を押さえる視点から概要をとら

えさせ、社会的事象に対する児童の興味・関心を高めていくことが大切です。

課題の解決
※ 児童とのやり取りの中で、疑問点を引き出していきます。

どのように造ら
れたのだろう？

行基は大仏造りにどのよ
うに貢献したのだろう？

何をどのくらい使っ
て造られたのか？

国分寺・国分尼寺の全国的な広がりは
大仏と何か関係があるのかな？

行基

造り方

材料・量

なぜこんな大きな大仏を造ったのかな？

単元（本時）を貫く課題となるよう資料を精選し、提示の仕方などを工夫していきましょう。

課題への予想を十分させてから、時代の特徴を概観できるようにしていきましょう。

※材料や人員、年月をかけて大事

業を成し遂げることができた権力

※行基がいたからこそ、なし得る

ことができた大事業

大仏建立が大変な事業だったにも関わ

らず、権力者である聖武天皇が命令で

強制するのではなく、国民の協力のも

とで造営を進めたのはなぜだろう？

国民みんなの心が聖武天皇と思いを同じにして、国

の平和・安定に向けて１つになることを願った。

児童の言葉で、具体的に、実感を伴う理解につ

ながるよう授業づくりを行うことが大切です。

※大仏を頂点として全国の国分

寺・国分尼寺に仏の加護が行き渡

るようにするという天皇の思い

※ 「造り方」「材料・量」等については参考例です。

解説や教科書をもとに見方・考え方の視点を設け、児童がとらえた事実（知識）

を関連付けたり、総合したりしながら、課題解決につなげていくことが大切です。

国分寺・尼寺

授業の展開例

まとめ・振り返り 新たな学び

国を挙げての事業

そうとう高い技術がないとできなかったと思うよ。

渡来人がここでも大きな影響を与えたのかな？

この行基っていう人も何か関係
しているのかもしれないよ。
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【大仏建立の詔】 

天下の富や権勢をもつ者は私である。その力をもってこの像を造ることはたやすいが、それでは私の願いを叶え

ることができない。この事業に加わろうとする者は、強制ではなく誠心誠意の自発的な気持ちで参加してほしい。 

たとえ 1 本の草、ひとにぎりの土でも協力したいという者がいれば、無条件でそれを許せ。役人はこのことのた

めに人民から無理やり取り立てたりしてはならない。 

働かせたい「見方・考え方」の視点 

聖
武
天
皇

天皇として活躍した時代がきわめて不安定な世の中であったことを具体的

にイメージ化させ、仏教の力で国の平安を得ようと願ったことを関連付けて

とらえさせる。大仏からは、仏教の慈悲を国の隅々まで行き渡らせ、国の平

安を得ようとした天皇の思いを想像することができる。大仏造営について、

その規模や材料の量、働いた人数、造り方などを具体的に調べさせることを

通して、大仏の巨大さを実感させるととともに、国家的な大事業を成し遂げ

た聖武天皇の力についてもとらえさせることが重要である。聖武天皇に関わ

る文化遺産としては東大寺の他に正倉院があるが、ここには中国の他、ギリ

シアやローマなどにつながる品物も多く、当時の大陸との関わりを考えさせ

ることができる。

年 主なできごと

仏教が大陸から伝わる

蘇我氏の勢力が強まる

５７４ 聖徳太子が生まれる 

５８９ ◆随が中国を統一する

５９３ 聖徳太子が天皇を助ける役職につく

６０３ 冠位十二階を定める 

６０４ 十七条の憲法を定める

６０７ 遣隋使を送る

法隆寺を建てる 

６１８ ◆随がほろび、唐がおこる

６２２ 聖徳太子がなくなる 

６３０ 遣唐使を送る

６４５ 中大兄皇子らが蘇我氏をたおす

６９４ 最初の本格的な都（藤原京）がつくられる 

７０１ 新しい法律を定める 

７１０ 都が平城京（奈良県）に移る 

７２４ 聖武天皇が位につく 

ミ天
皇
中
心
ム⼯
⼱
⽒
⼔
⼪
⼒
⼘

ミ天
皇
中
心
ム⼿
向
⼘
⼦
展
開 

ミ天
皇
中
心
ム⼵
確
立 

天皇を中心とした政治が確立した 

大陸文化の摂取 

聖徳太子が法隆寺を建立

し、小野妹子らを遣隋使とし

て隋に派遣することにより、政

治の仕組みなど大陸文化を

積極的に摂取しようとしたこと

などが分かる

大仏造営

聖武天皇の発案の下、行基らの協力に

より国家的な大事業として東大寺の大仏

が造られ、天皇を中心とする政治が都だ

けでなく広く全国に及んだことや、聖武天

皇の願いにより鑑真が来日し、仏教の発

展に大きな働きをしたことがわかる

大化の改新 

中大兄皇子や中臣鎌足によっ

て政治の改革が行われたこと

や、天皇中心の新しい国づくり

を目指したことなどが分かる 

大仏を造った聖武天皇はどんな人
なのかな？どうしてこんな大きな
力をもっていたのかな？どんな国
作りを目指したのかな？ 

古墳ができた後、日本はどのよ
うになっていったのだろう？ 

どうしてこんな大きな大仏を
造ることができたのだろう？ 

☞ 前の時代とのつながりから入ることもできる。 

☞ 単元の着地点から入ることもできる。 

単元の導入ではどんな視点をきっかけに

しようかな？

☞ 人物から入ることもできる。 

心 

体制

試行

例えば…
大仏と小学生を比べて提示 

何年くらいかけて造られたのかな？ 

どのくらいの大きさなのかな？ 

歴史の学習では人物

の働きを通して学習

を進めていくことが

大切です。 

小学校の歴史の学習では通

史として事象を網羅的に取

り扱うものではないことに

留意する必要があります。

｢見方･考え方｣を働かせる社会科の教材研究 

小学校第６学年「天皇中心の国づくり」（東京書籍） 教材のしくみ

単元構想 

学習課題の設定 

社会的見方・考え方のどの視点に着目させて本時の学習を進めていくかをと

らえ、視点を意識した学習展開を考えていくことが大切です。 

「見方・考え方」の視点の例は中央教育審議会: 「幼稚園，小学校，中学校，高等

学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について

（答申）別添資料3-5」(H28.12.21)に例示されています。 

導入では「どんな」「どのくらい」といった事実を押さえる視点から概要をとら

えさせ、社会的事象に対する児童の興味・関心を高めていくことが大切です。 

課題の解決 

※ 児童とのやり取りの中で、疑問点を引き出していきます。 

どのように造ら
れたのだろう？ 

行基は大仏造りにどのよ
うに貢献したのだろう？ 

何をどのくらい使っ
て造られたのか？ 

国分寺・国分尼寺の全国的な広がりは
大仏と何か関係があるのかな？ 

行基 

造り方 

材料・量 

なぜこんな大きな大仏を造ったのかな？ 

単元（本時）を貫く課題となるよう資料を精選し、提示の仕方などを工夫していきましょう。 

課題への予想を十分させてから、時代の特徴を概観できるようにしていきましょう。 

※材料や人員、年月をかけて大事

業を成し遂げることができた権力

※行基がいたからこそ、なし得る

ことができた大事業

大仏建立が大変な事業だったにも関わ

らず、権力者である聖武天皇が命令で

強制するのではなく、国民の協力のも

とで造営を進めたのはなぜだろう？ 

国民みんなの心が聖武天皇と思いを同じにして、国

の平和・安定に向けて１つになることを願った。 

児童の言葉で、具体的に、実感を伴う理解につ

ながるよう授業づくりを行うことが大切です。 

※大仏を頂点として全国の国分

寺・国分尼寺に仏の加護が行き渡

るようにするという天皇の思い 

※ 「造り方」「材料・量」等については参考例です。 

 解説や教科書をもとに見方・考え方の視点を設け、児童がとらえた事実（知識）

を関連付けたり、総合したりしながら、課題解決につなげていくことが大切です。 

国分寺・尼寺 

授業の展開例 

まとめ・振り返り 新たな学び 

国を挙げての事業 

そうとう高い技術がないとできなかったと思うよ。

渡来人がここでも大きな影響を与えたのかな？ 

この行基っていう人も何か関係
しているのかもしれないよ。 
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コラム：作品分析のために…
物語の教材研究って、
どうすればよいのかなあ？

作品分析で大事なことは、その教材を通して、どのような資質・能力を身に付けるかというこ

とです。例えば、小学校第５学年の国語科の教科書（東京書籍）には、宮澤賢治の「注文の多い

料理店」が掲載されています。では、その教材を通してどんな力を身に付けるのでしょうか。

そこでまず、小学校学習指導要領解説の国語編第５・６学年の「Ｃ 読むこと」を見てみます。

すると、文学的な文章では、「イ 登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基に捉え

ること」「エ 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりするこ

と」と掲げられています。そして、その指導の方法として、「登場人物の人物像を具体的に想像

するためには、登場人物の行動や会話、様子などを表している複数の叙述を結び付け、それらを

基に性格や考え方などを総合的に判断すること」と書かれています。

そこで教師は、教科書のコピーを取り、教師自身が「登場人物の行動や会話、様子など」にサ

イドラインを引いて、「どんな性格や考え方が読み取れるのか」「どんなことを子どもたちに読み

取らせたいのか」を書き込んでみることが大切となります。具体的には、次のようなものです。

教師は、登場人物の「行動や
会話、様子」から、どのよう
な「性格や考え方」が読み取
れるのかを考えておくことが
大切です。子どもたちとつく
る授業のゴールを想定し、そ
こに至るための発問や問い返
しなどを考えてみましょう。
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コラム：学習課題とまとめの整合性 学習課題を踏まえたまとめは
どのようにすればいいかな？

授業では、ねらいの達成に向かい、学習課題を解決するための活動を経て、まとめをしていき

ます。「どのような力を身に付けさせるのか」が明確になっていれば、まとめがぶれることはあ

りません。身に付けさせたい力をしっかりと想定して授業を行うことが大切です。単元を通して

学習課題とまとめの言葉を具体的にイメージしてみましょう。

単元名：一次方程式 2節（中学校１学年 数学科）
◇小単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

① 事象の中の数量やその関係に着 ① 一元一次方程式を具体的な場面で ① 一元一次方程式について学んだ
目し、一元一次方程式をつくるこ 活用することができる。 ことを生活や学習に生かそうとし
とができる。 ている。

② 簡単な比例式を解くことができ ② 一元一次方程式を活用した問題
る。 解決の過程を振り返って検討しよ

うとしている。

◇学習計画

ねらい 問題場面 学習課題 まとめ 評価

１ 算数で学んだ方法と比較 合唱コンクールの交代の 交代の時間は、 具体的な問題の中の数 知①行動観察
することなどを通して、 時間を等しくするとき交 何に着目しどの 量やその関係に着目す
方程式を活用して問題を 代の時間は何分間とるこ ように求めるの れば、一次方程式をつ
解決する方法を理解でき とができるでしょうか。 か。 くることができる。
るようにする。

２ 方程式を個数と代金に関 1個90円のオレンジと1個 りんごの値段は オレンジをｘと表せ 知①行動記録
する問題など具体的な場 140円のりんごを合わせて どのように表さ ば、リンゴは（15－ｘ） 小テスト
面で活用することを通し 15個買いました。そのと れるか。 と表すことができる。 思①行動観察
て、問題の中の数量やそ きの代金の合計は1800円
の関係に着目し、一元一 でした。オレンジとりん
次方程式をつくることが ごは、それぞれ何個買い
できるようにする。 ましたか。

３ 方程式を過不足の問題な 折り紙を何人かの子ども どの数量関係に 折り紙の枚数を2通り 思①行動観察
ど具体的な場面で活用す に配ります。1人に4枚ず 着目すると立式 の式で表し、立式すれ
ることを通して、方程式 つ配ると9枚足りません。 できるか。 ばよい。
を活用して問題を解決す また、1人3枚ずつ配ると
る方法を理解することが 15枚余ります。子どもの
できるようにする。 人数と折り紙の枚数を求

めてみよう。

４ 速さに関する問題を解決 弟は家を出発して学校に 速さと時間の関 2通りの式で表される 思①行動観察
することを通して、方程 向かいました。その4分後 係から方程式を 道のりに着目すると立 小テスト
式を用いて求めた解が問 に、兄は家を出発して弟 作るとき、どの 式できる。
題に適しているかどうか を追いかけました。弟は 数量関係に着目
を考え、説明できるよう 分速50ｍ、兄は分速70ｍ すると立式でき
にする。 で歩くとすると、兄は家 るか。

を出発してから何分後に
弟に追いつきますか。

５ 比例式の性質を知り、そ ウスターソースとケチャ 比例式の性質を a:b=m:nならばan=bm 知②行動記録
れを用いて比例式を解く ップを2:3の割合で混ぜ 利用して、ｘの の関係から方程式を作 小テスト
ことができるようにする。て、ハンバーグソースを 値はどのように り解くことによりｘは

作ります。ケチャップを 求められるか。 求められる。
120mL使うときウスターソ
ースは何ｍLあればよいで
しょうか。

「単元のゴールの姿」を具体的にイメージすることが大切です！

この単元で目指すゴールの姿：
日常的な事象を数学的な解釈に基づいて考察し、事柄が成り立つ理由を説明できる。

まとめを考えてから、そ
のまとめてなるような授
業を考えるように心がけ
るといいですね。
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【批判的に考察すること】の要点をつかもう。

平成２９年告示の学習指導要領では、小学校算数、中学校数学において統計・確率分

野の内容が「データの活用」領域となって統一・充実されました。

小学校

1年 ２年 ３年

４年

中学校

１年

｢見方･考え方｣を働かせる数学科の教材研究

中学校第１学年「データの活用」(東京書籍)

多くの情報が氾濫する高度情報化社会では、目的に応じて情報を適切に捉え、的確な判断

を下すことが求められる。小・中・高等学校の各学校段階を通じて、統計的な問題解決の方

法を身に付け、データに基づいて的確に判断し批判的に考察することができるようにする必

要がある。 小学校学習指導要領解説・算数編 P.36

関連分析

・絵や図を用いた数量の表現

・二次元の表、折れ線グラフ

・統計的な問題解決の方法

・円グラフ、帯グラフ

・統計的な問題解決の方法

・代表値、度数分布、ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ

・起こりうる場合

・ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑや相対度数の必要性や意味

・表やグラフに整理すること

・四分位数や箱ひげ図の必要性や意味

・箱ひげ図で表すこと

・標本調査

・確率 ・確率

5、6年での問題解決の方法を生かせ
るようにしよう。

累積相対度数を箱ひげ図に
つなげるようにしよう。

いままでどんな見方・考え方があったかな。

・表や棒グラフ・簡単な表やグラフ

５年 ６年

１年
中学校

２年

３年 高 校

数学的活動と統計的な問題解決の方法
「問題ｰ計画ｰデータｰ分析-結論」
を関連付けて授業を組み立てよう。
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課題解決 多面的・批判的に考察し判断できるようにしましょう。

分 析

まとめ・振り返り 新たな学び

授業を振り返って、
どのようなことが分
かりましたか。

目的に応じてデータを広げたり狭めたり取り出したりすること

で、説得力のある説明をすることができる。

平均値や中央値で結果を判断するのはふさわしくない。また、

同じデータでも着目する代表値によって判断が違ってくる。

※データはあらかじめ準備しておきます。

学習課題の設定
３学期の学年レクリエーションの大縄跳び大会で、ク
ラス優勝を目指したいと思います。

問 題

〔学習課題〕 大縄跳びの2列と3列ど
ちらの並び方がよい結果が出るか、ど
のように考えればよいでしょうか。

先輩に聞いたら、２列か３列で行った方がいいよと教えてもらったよ。

どうすれば、どちらがよ

いかわかるのかな。

どんなデータがあれば分かるかな。
見通し

では10日分の練習結果を見
てみよう。

練習結果のそれぞれの平均が知りたい。

平均値だけでは分からないよね。
計 画

ﾃ ﾞ ｰ ﾀ

結 論

授業の展開例

他に根拠にできるものは何がある？

２列

最近の記録で比較してみたら、また違うことがわかるかもしれない。

※ ICTを有効に使いましょう。

このグラフはstatlookで作成しました。

（静岡大学柗元研究室HPより）

本番と同じ5分間の練習結果が分
かればそこから判断できそうだね。

２列 ３列

最頻値を比較しても回数が多いのは

３列で、ヒストグラムを見ても山が右

寄りになっているので３列の方がよい

のではないかと思います。

複数の資料から多面的・批判的に考察し判断することが大切です。根拠を明
確にして自分の考えをまとめさせましょう。

このﾋｽﾄｸﾞﾗﾑから考えました。 階級の幅を変えてまとめました。

２列 ３列

どのように考えたと思いますか。

階級の幅を変えてみると、３列は左側

に偏っているので２列の方がいいと

思います。

発表してもらいます。
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中学校第３学年 「化学変化とイオン」 （東京書籍）
教材分析

【実態把握】レディネステストの実施

水に溶けるとは（１年）原子や分子とは（２年）

電流の流れとは（２年）電解質とは（前時）

既習内容はどれくらい定着しているのかな？

「導入」に生かす 課題の設定

【ICTの活用】
回答から提示までタブレット端末

を使うなどの工夫が有効ですね。

中学校理科各学年で主に重視する探究の学習過程の例

・第１学年：自然の事物・現象に進んで関わり，その中から問題を見いだす

・第２学年：解決する方法を立案し，その結果を分析して解釈する

・第３学年：探究の過程を振り返る

第１分野の内容

(6) 化学変化とイオン

化学変化についての観察，実験を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 化学変化をイオンのモデルと関連付けながら，次のことを理解するとともに，それらの観察，実験など

に関する技能を身に付けること。

イ 化学変化について，見通しをもって観察，実験などを行い，イオンと関連付けてその結果を分析して解

釈し，化学変化における規則性や関係性を見いだして表現すること。また，探究の過程を振り返ること。

解説（一部）

～現象を捉えやすい電解質水溶液として，

うすい塩酸や塩化銅水溶液などに適切な電

圧をかけ電流を流す実験を行い，陽極と陰

極に決まった物質が生成することに着目さ

せ，電解質の水溶液中に電気を帯びた粒子

が存在することを理解させ，イオンの概念

を形成させる。～

水溶液中のイオンの存在を理解させればよいのか！

見えないイオンを可視化するために、
どのようなモデルが有効かしら？

（内容の取り扱い） 略

（ア）水溶液とイオン

○ア 原子の成り立ちとイオン

水溶液に電圧をかけ電流を流す実験を行い，水溶液には電流が流れるものと流れないものがあることを

見いだして理解すること。また，電解質水溶液に電圧をかけ電流を流す実験を行い，電極に物質が生成す

ることからイオンの存在を知るとともに，イオンの生成が原子の成り立ちに関係することを知ること。

【ゴールからの課題設定】
何を身に付けさせればよいのか？そのため
に課題や教材はどうすればよいか？

探究の過程をどのように振り返らせればいいの？

第１分野の目標

（略）

理科の目標（略）

電気を帯びた粒子（イオン）をどのよ
うに可視化（モデル化）できるかな？

【教師の意図】「何に注目してほしいのか」

電極内の電子の存在、電子の流れモデル

水溶液中の粒子の移動、発生した物質のモデル

→水溶液中の粒子の電気的な性質のモデル化

【ICTの活用】
微視的な粒子を可視化

したり、モデルを動か

して撮影したりするた

めに、タブレット端末

を活用することができ

ますね。

【理科の見方】

実体的にとらえる

授業構想

教材解釈

｢見方･考え方｣を働かせる理科の教材研究
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学習課題の設定

電解質の水溶液には電流が
流れるのですね？

電流が流れるとき、水溶液の中ではどの
ようなことが起きているのでしょう？

【学習課題】

電解質の水溶液に電圧をかけ電流を流したとき、

水溶液の中ではどのようなことが起きているのか。

【ノート・ワークシートの活用】
学習課題を生徒のことばで設定
し、予想を考えさせて図やことば
で記録させることが大切です。

【タブレット端末の活用】
レディネス提出→共有

電流の流れ

とは

原子の記号

電解質の

水溶液とは
電流の流れは「電子」の流れ

だから、水溶液の中を「電子」

が移動してるのかな。

課題の解決 【実験】 塩化銅水溶液

水溶液や電極に変化が起き
ているかよく見ましょう。

気泡が出ている。空気かな？

【タブレット端末の活用】撮影→繰り返し見る

※既習知識や日常体験を基に、実際に発生した物質が何か実感させ納得させることが大切です。水
溶液の中で起きている見えない現象について、粒子モデルで考える意欲を高めることにつなげます。

分かりやすく説明する方法も考えましょう。

水溶液の中で起こっている
ことや電流が流れるしくみ
をモデルで考えましょう。

それでは、なぜ原子は電極に集まっ
たか分かりましたか。

モデルを動かしながらタブレットで撮

影して、説明してみよう。

※生徒が十分に考えを練り上げ、電気を帯びた粒子の存在に気付くことができるように、教師がコ
ーディネートを工夫します。さらに、まとめや振り返りができるような時間配分が必要です。

電極にできた銅や塩素の「もと」
「材料」は何ですか？

塩化銅水溶液中の銅原子と塩素原子だよね。

電子が水溶液の中を移動するなら、

どうして銅や塩素が発生するのかな？

もう一つの電極は茶色い物質

が付いた。予想通り銅だね。

プールの水のにおいがする

から、塩素が出てるのかな？

磁石や静電気のように、プラスの電気とマイナ

スの電気（電子）で考えれば説明できるよ。

授業の展開例

まとめ・振り返り 新たな学び

本日の学習から分かったことを書きましょう。

課題

予想

実験 結果

考察

まとめ

次の授業では、どのようにして原子が電
気を帯びるのか考えていきましょう。

【探究の過程の振り返り】
この授業で「どのように学んだか」

水溶液中で原子が電気を帯びるこ

とで、電極に引きつけられることが

分かった。 ※学習課題とまとめの整合性を図り、構
造的な板書を工夫して、思考の流れを振
り返ることができるようにしましょう。

モデルを使うことで「電気を帯びた原子が移動する」と

説明できることに気付いた。「電子が水溶液の中を移

動する」わけではないんだな。

整合性

比

較

思

考

の

流

れ

思

考

の

流

れ
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特性について（学習指導要領解説より）

小学５・６年 （Ｐ.１３０） 中学１・２年（Ｐ.８５） 中学３年（Ｐ.９２）

記録に挑戦したり，相手と競走 記録に挑戦したり，相手と競 記録の向上や競争の楽しさや
（争）したりする楽しさや喜びを 争したりする楽しさや喜びを味わ 喜びを味わい・・・。
味わうことのできる運動である。 うことのできる運動である。

知識の内容について（学習指導要領解説より）

小学５・６年（Ｐ.１３１） 中学１・２年（Ｐ.８６） 中学３年（Ｐ.９３）

その行い方を理解する それぞれの技術で動きのポイント それぞれの技術には，記録の向上に
があることを理解する。 つながる重要な動きのポイントがあ

ることを理解できるようにする。

技能の内容と例示について（学習指導要領解説より）

小学５・６年（Ｐ.１３１） 中学１・２年（Ｐ.８７） 中学３年（Ｐ.９４）

リレーでは，滑らかなバトンの受 次走者が前走者の走るスピードを 前走者と次走者がスピードにのっ
渡しをしたりすること。 考慮してスタートするタイミングを た状態でバトンの受渡しをするため

合わせたり，前走者と次走者がバト に，次走者のスピードを十分高める
ンの受渡しでタイミングを合わせた こと。
りすること。

〈例示等〉 〈例示等〉 〈例示等〉
○いろいろな距離でのリレー（一人 ・一人 50〜100m 程度を目安とし、 ・一人50〜100m 程度を目安とし、弾
が走る距離40～60ｍ程度） 弾力的に扱うようにする。 力的に扱うようにする。
・テークオーバーゾーン内で，減速 ・リレーでは，Ａ次走者がスタート ・リレーでは，次走者はスタートを
の少ないバトンの受渡しをすること。 するタイミングや Ｂバトンを受け 切った後スムーズに加速して，スピ

渡すタイミングを合わせること。 ードを十分に高めること。

Ａについて Ｂについて

タイミングを合わせて次走者がスター ①次走者は「ハイ！」の合図で手を後ろに出す。
トする。スタートマークを見て、スター ②前走者は手が出たのを見てからバトンを渡す。
トするためには、目線を下げておくこと 次走者は的になるように腕を動かさない。
が大切である。 合い言葉 「ハイ！ 出た！ ポン！」

指導過程は「主運動→課題の焦点化→課題解決→主運動→振り返り」 が効果的です

中学校リレーにおける一人の距離については、生徒の体力や技能の程度、グラウンドの大き

さに応じて弾力的に行い、「バトンの受渡しの技能を高める」という意図で変更されています。

分かってできることが大切ですね。

記録に挑戦したり、競争したりすることを中心に授業を構築することが大切です。

体育の「見方・考え方」を働かすためには、特性に
ふれる中で、課題解決のための教え合いを活発にする
ことが大切です。

例示から、子どもの問い（困り感）を引き出すと、「学びたいこと」と「教えたいこと」（分かってできる）の整合性が図られた課題を

設定することができます。そして、生徒の気付きを大切に取り上げ、共有し、課題解決につなげましょう。

｢見方･考え方｣を働かせる体育科の教材研究

中学校第１学年 陸上競技「リレー」

知識・技能の系統

動きのポイントの具体的なしくみ
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〔学習課題〕 どうしたらタイミングよくバトンが渡せるだろう？

今日の学習で分かったこと、できるよう

になったことは何か、学習カードにまと

めましょう。新しく困ったことがあった人

はそれも書きましょう。

友だちからアドバイスをもらって、タイミング良く

渡すことができました。

なるほど。同時は難しいんだね。違うタイミングの人はいますか。

①受ける人の手が出てから、そこを狙って渡しているか。②受ける人は手を止めて的を

つくっているか。まさに「ハイ！出た！ポン！」のタイミングです。

ぼくもそこを狙って渡してます。

みなさん、ＡさんやＢさんの言っている意味が分かりますか。

バトンを受ける人も腕を動かさないで

しっかり的をつくることが大事だと思い

ます。

要するに、受ける人の手が的になるから、手が出て

からあわてずに渡せばいいということだと思います。

そうするとバトンを渡すための教え合うポイントはどうなりますか。

気付きを共有し、課題解決（実践の場）に生かしましょう。

偶然に、うまくいく時はあるけど・・・。

ぼくは「ハイ」と言って受ける人の手が出て

から渡してます。

よし、早速練習を

やってみよう。

できるようになったり上達したりしたことを自覚し、次の
学習への意欲をもつことができるようにしましょう。

受ける人の手が出てからだと少し安心してバトン

を渡すことができました。

※この後、チームごとに練習し２回目のレースに取り組む。
(実践は十分な時間を確保しましょう。)

バトンパスがうまくいけばタイム縮

むよ。一発で渡したいよね。

みなさん、話してくれた人たちの困っている気持ちわかりますか？

１回目のレースが終わって何か困っている人はいますか？

はい。バトンをタイミングよく渡してタイムを縮めたいです。

渡すときに近づきすぎるというか、つま

ってしまう感じがしました。

渡すときに、何かタイミングを意識している人いますか。

「ハイ」の声と同時に渡してます。

それだと一瞬だから難しくて渡せな

いんだよ。

渡すときにスピードも出てるし、渡すタイミ

ングが難しい・・・

「共生」の視点から、みんなが楽しめる（運動が得意であっても不得意であっても、技能レベルが低くても

そのレベルで楽しめる）授業を行いましょう。

小学校では新たに「運動が苦手な児童への配慮の例」が【学習指導要領解説】の中に示されました。

指導の参考になると思います。

まず１回目のレース
を行います

※ここで、動きを再生させたり、タブレットで確認させたりすることが大切です。

授業の展開例

学習課題の設定

課題解決

まとめ・振り返り 新たな学び
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１時目 事故やけがの原因
(けがの発生 人の行動と環境がかかわること)

◆事故やけがはいくつかの原因が関わり合って起こる
２時目 学校や地域でのけがの防止
(周囲の危険に気付いて、的確な判断の下に行動すること、環境を整えること)

◆自分の地域の環境整備に目を向けられるようにする
３時目 交通事故の防止
(周囲の危険に気付いて、的確な判断の下に行動すること、環境を整えること)

◆自分の地域の交通事故防止の環境整備に目を向けられるようにする
４時目 犯罪被害の防止
(状況の速やかな把握と処置、近くの大人に知らせること)

◆犯罪被害を防ぐ地域の取り組みに目を向けられるようにする
５時目 けがの手当
(傷口を清潔にする、圧迫して出血を止める、患部を冷やすなどの方法)

ここでは知識だけではなく技能の評価も求められる。

［例示］(解説Ｐ.１５５)
・人の行動や環境，けがの手当の仕方などから，けがや症状の悪化の防止に関わる課題を見
付けること。
・自分のけがに関わる経験を振り返ったり，学習したことを活用したりして，危険の予測や
回避の方法，けがなどの適切な手当の方法を考えたり，選んだりすること。
・けがの防止について，けがや症状の悪化の防止のために考えたり，選んだりした方法がな
ぜ適切であるか，理由をあげて学習カードなどに書いたり，友達に説明したりすること。

※保健の学習で「見方・考え方」を働かせている姿

「見方・考え方」を働か

せると言うけれど？

「見方・考え方」を働かせるためには 学習内容、ねらいを明確にとら

え、子どもの思考を活発にするような授業をつくることが大切です。

この「例示」と授業スタンダードを関連させて、「見方・考え方」を働かせた深い学びにつなげます。

○ 身の回りやふだんの生活を振り返るなどして、健康の課題、分からないことに気付いている。
○ 子どもの生活経験に基づいたり、調べたり、習得した知識を活用したりしながら、考えたり話
し合ったりして課題解決している。

○ 学んだことを自分の生活につなげようとしている。

健康や安全に関する原則や概念に関わって、子どもが生活経験に基づいたり、これまでに習得した知識

を活用したりしながら、考えたり話し合ったりする授業をつくりましょう。

アンケート等を活用

するのも有効です。

右図は学習指導要
領解説・体育編「け

がの防止」の知識及び
技能、思考力、判断力、
表現力等の内容構成図
です。しくみが、分か
りやすくまとまってい
ます。この構成図と知
識及び技能の例示をも
とに教科書とすり合わ
せながら、その時間ご
とのねらいをしっかり
とらえましょう。

教材のしくみ（学習内容、ねらいを明確にする）

｢見方･考え方｣を働かせる保健の教材研究

小学校第５学年「けがの防止」（東京書籍）

教材のしくみ（働かせたい思考を明確にする）

子どもたちが、「見方・考え方」を

働かせるには身近な生活や経

験と関連を図ることも大切です。

自分手帳も積極的に活用し、自分を振り返るよい機会にしましょう。

なるほど！
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〔学習課題〕 けがの原因はいったい何だろう？

今日の学習で分かったことやなるほど

と思ったことを書きましょう。新しい疑問

がある人はそれも書きましょう。

学校の中には思った以上に、気を付けなけれ

ばならない場面があることが分かりました。

やっぱり、人の行動と周りの環境が同時に関

係してるから、けがをすると思いました。

「バケツ」と「ぬれている」が同じで「あせって

いる」と「走っている」が同じかなと思います。

気付きを共有し、課題解決（実践の場）に生かしましょう。

ハイ！図工の時です。

分かったことや気付いたことを自覚し、次の学習へ
の意欲をもつことができるようにしましょう。

事故やけがは「人の行動」だけ「周りの環境」だけで

はなく、関わり合って起こるということが分かりまし

※この後、アンケート等をもとに、自分たちの生活場面で考える時間を取ります。
(考えを深めるために十分な時間を確保しましょう。)

男の子のけがの原因は何だと思いますか？

走らなければいいと思うので、なんと

なく、「人の行動」かなと思います。

学校以外についても考えてみたいです。

下校の時の安全はどうなんだろう。

休み時間が終わりそうで、あせっていたからだよ。

いい視点で分けましたね。それらを「人の行動」と「周りの環

境」といいます。

休み時間終了間際、男の子は

あせって教室に戻ろうとしたと

き、ぬれたところで滑って、けが

をしてしまいました。

早く教室に戻りたくて走っていたからだよ。

ぬれていて、すべったからだよ。バケツもじゃまになってる。

たくさんあって何が原因かよく分かりません。

それもあるけれど、一瞬の間に人の行動と周りの環境が

同時に重なっているから全部関係してると思います。

では「人の行動」と「周りの環境」どちらが原因なのでしょう？

では、キーワードをもとに二つに分けると考えやすいかな。

あせったり、走ってたりしていることは、

「自分でやっていること」だからかな。

バケツが出しっぱなしやぬれているこ

とは「周りの様子」だと思います。

みなさんも同じような経験がありますか？

なるほど。そうだね。

どうしてそう分けたのかな？

ぬれている

バケツ

あせっている

走っている

あるある。やっぱり、

休み時間かな。

授業の展開例（１時目）

学習課題の設定

課題解決

周りの環境

まとめ・振り返り 新たな学び
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中学校第２学年 Unit 5 Universal Design（東京書籍）

目標分析（中学校学習指導要領解説 外国語編より

【目標】 外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方
を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、
書くことの言語活動を通して、（中略）コミュニケーション
を図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

← English Compassで調べてみると、「言語活動」についてこう書かれています。

【領域別の目標 (4)話すこと[発表]】には、こう書かれています。

イ 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単

な語句や文を用いてまとまりのある内容を話すことができるようにする。

生徒の実態（教材解釈）

単元構想 〈単元のゴール〉「自分のお気に入りのＵＤについてスピーチする。」

時間 ねらい□、主な活動○、言語活動★ 知 思 態 備考

１ □単元の目標を理解する。ＵＤ商品の利点を捉える。 ・ここでは記録に

★ある条件で何をするか伝え合う。「言語材料 if 等」 残す評価は行わ

ないが、ねらい

２ □光太が昨夜失敗したこと及びＵＤとは何かについて聞き取る。 に即して生徒の

★有名人の中で理想の友達は誰か伝え合う。「言語材料 that 等」 活動の状況を、
発言の様子やノ

３ □咲が車いす体験をして感じたことを読み取る。 ート等への記述

○教科書の内容理解を通して接続詞 whenの用法を確認する。 内容から確実に

見届けて指導に

４ □自分の未来の予定について伝え合う。 生かすことは毎

★これからの未来の予定について伝え合う。「言語材料 when 等」 時間必ず行う。

・活動させている
５ □光太が紹介しているＵＤの例を読み取る。 だけにならない

○教科書の内容理解を通して接続詞 becauseの用法を確認する。 よう十分留意す

る。

６ □名前に合う漢字とその理由を説明する。

★ＡＬＴの名前に合う漢字を説明する。「言語材料 because 等」

７ □お気に入りのＵＤについてのスピーチの原稿を作成する。 ○ ○ ・記述内容や書く様子を評価
本時 ★スピーチの原稿を作成する。 し記録に残す。

８ □お気に入りのＵＤについてスピーチする。 ・ルーブリック表を活用して
★スピーチをする。（パフォーマンステスト） ○ ○ ○ パフォーマンステストを行
○自己目標の達成状況を振り返り、次の課題を明確にする。 い記録に残す。

○私たちの生活に浸透しつつあるユニバーサルデザイン（以下ＵＤ）製品を知ることで、
「すべての人にとって安全・安心な社会の実現」に向けて生徒の意識を高められるわ。
○「話すこと」に意欲的だから、身近な話題について話す言語活動を計画的に実施しよ
う。単元のまとめでは、まとまりのある内容をスピーチさせ、話す力を高めたいな。

学習指導要領の目標及び内容、
生徒の実態を踏まえて教材解釈
をし、単元で身に付けさせたい
力を明確にします。

自分の考えや気持ち
を表現させることが
大切です。

｢見方･考え方｣を働かせる英語科の教材研究
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授業の展開例

学習課題の設定

「快適な生活を送るためにＵＤ製品を紹介する」という
スピーチの目的を伝え､心の動く言語活動を行いましょう。

課題解決

まとめ・振り返り 新たな学び

〔Today's Goal〕 Let's make a speech script about your favorite UD product.

いきなり書かせるのではなく、伝え
たい内容をメモさせましょう。

「メモの例」
・キャップ
・マヨネーズやケチャップ
・開けるのが簡単
・子どもやお年寄でも簡単
・楽しくなる

次に、伝えたい順番や聞き手に分かりやすい展
開や構成を考えさせましょう。

「順番や展開・構成の工夫例」
・ケチャップの実物（写真）を見せる
・キャップが便利
・誰でも簡単に開けられる
・ケチャップで絵が描ける
・料理や食事がもっと楽しくなる

Look at this. It's a ketchup.
My favorite UD product is this cap.
It is very useful.
Everyone can open it easily.
If you draw a picture with ketchup, you can
enjoy cooking or eating more.

メモをもとに原稿が書けました
か。次の時間、どんな点に注意
してスピーチしたいですか。

本時につながるスモールトークを意図的に取り入れましょう。

Look at this picture. This little girl is my daughter. She is just
in front of the door of our house. But she looks sad. Why?

She is looking at the door. I think
that she wants to open the door.

But she can't open it because
the door knob is too high.

That's right. If the door knob is
lower, she can open it.

People in a wheelchair also
need the lower door.

There are a lot of UD products in our life. What is your favorite UD
product? Why? Let's share them to lead a better life.

ペアでスピーチの練習をする際などに、分かりにくい表現を確認したり、聞き手に分
かりやすい語句や表現を調べたり考えたりする活動を取り入れましょう。

It's very useful because
everyone can open it easily.と
１文にしたらどう？

はじめが大事だよ。
Look at this.はみんなの目を
見て言ってほしいな。

振り返りの視点を与えることは､新たな学びへ
の意欲付けを図る上で有効です。

メモから原稿を考えたの書きやすかっ
た。友達のアドバイスを忘れず、聞き
手を意識してスピーチしたい。
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〔出典：「わたしたちの道徳 小学校３・４年」文部科学省〕

｢見方･考え方｣を働かせる道徳科の教材研究

小学校第４学年 主題名「相手を思う心」 B 親切、思いやり 教材名「心と心のあく手」

発達段階を踏まえた指導の要点（ねらいとする道徳的価値の意義）をとらえる

道徳って、何を教えるのかよく分
かりません。分かりきっているこ
とを、発問してしまいます。

内容項目ごとの概要が、指導要領解説に見
開きで示されています。「明確な意図」を
もって、授業に臨めるようにしましょう。

〇相手の気持ちや立場を自分の

ことに置き換えて推し量り、相

手に対してよかれと思う気持ち

を相手に向けること。

・相手の立場を考える

・相手の気持ちを考える …

箇条書きにすると、
学習する内容につい

て、とらえやすくなります。
低学年

中学年

高学年

「学年段階ごとの指
導の要点」について示し

てあるので、「指導の系統」に
ついてとらえることができます。

「指導に当たっては，」
に続く段落に注目
しましょう。

（
一
部
掲
載
）

教材文の中から「指導の要点」に関わる部分を見つける

１

３

■ 第３学年及び第４学年
この段階においては，（中略）一方，ともすると他の人々の

考え方や感じ方と同様であると思い込みがちになることもこの
時期の特徴と言われている。そのため，相手に対する思いやり
の心を育てることが一層重要になる。
指導に当たっては，相手の置かれている状況，困っているこ

と，大変な思いをしていること，悲しい気持ちでいることなど
を自分のこととして想像することによって相手のことを考え，
親切な行為を自ら進んで行うことができるようにしていくこと
が大切である。

２ 実態をとらえる

相手のこと

相手の気持ち

相手の立場

ねらいとする道徳的価値にか
かわる子どもの実態をとらえ
ましょう。（参照P.１０）

学年の「指導の要点」に線を引き、そ
れが教材文のどの部分と合致するのか
を見つけて、結びます。
そうすることで、本時において「考え
させたいこと」、つまり「発問のおお
よその位置」が明確になってきます。

◆おすすめの教材研究スタイル◆

ノートの上段「解説のコピー」

ノートの下段「教材文のコピー」

解説文

教材文
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〔発問の氷山モデル〕

「心と心のあく手」で考えてみると？

発問のレベル 指導のポイント

第１層 読み取りではないので、「誰が出てきた？」
「次にどうした？」と、粗筋を確認する発問

状況理解レベル をしない工夫が必要です。追いたい人物の名
前を板書したり、挿絵で状況理解を助けたり

（見えている部分） する手立てが考えられます。範読前に、登場
人物や状況を確認する方法も効果的です。

第２層 「教材」という共通の土俵で登場人物に自
分を重ねて考えます。教室の子どもたち自身

心情理解レベル のことではないからこそ、抵抗感なく発言で
きるよさがあります。ただし、授業がこの「心
情理解レベル」に留まらない発問の工夫が必
要となります。

第３層
登場人物の感じたことや考えたことの中に、

道徳的価値レベル 道徳的価値についての見方、感じ方、考え方
が隠れています。それらを、明らかにします。
第３層を、子どもの言葉で想定し、その内

「深い学び」 容について話し合う授業に近付けます。
のカギ さらに、自分との関わりで考える発問（自

己を見つめる発問）を設定し、深めます。

さらにさらに

発問を吟味する ～中心発問からつくる～

教材の状況

（登場人物の

行動や出来事）

登場人物が

考えたことや

感じたこと

道徳的価値に対する

考え方や感じ方、

生き方

道
徳
科
で
考
え
さ
せ
た
い
こ
と

（教材に書かれている場合も含む）

第１層 ・「ぼく」は、そっとおばあさんの後ろをつ
いて歩いた。

状況理解レベル

第２層 ・おばあさんは大丈夫かな。大変だろうな。
・ぼくは、おばあさんに何ができるだろう。

心情理解レベル ↓
・ぼくはほっとむねをなでおろした。

第３層 〔子どもの言葉で想定〕
・「大丈夫かな」「大変だろうな」などと、相

道徳的価値レベル 手の気持ちを考え、自分にできることをし
ようと思うのが思いやりだ。

「深い学び」 〔中心発問例〕
のカギ ◎理由が分かってもなお、「ぼく」がおばあ

さんの後ろをついて歩いたのはなぜだろう。
〔さらに深める発問例〕
〇相手の気持ちを考えて、行動したことはあ
りますか。それは、どんな時ですか。

さらにさらに

登場人物が

考えたことや

感じたこと

道徳的価値に対する

考え方や感じ方、

生き方

教材の状況

（行動や出来事）

道
徳
科
で
考
え
さ
せ
た
い
こ
と

５

４ 明確な意図をもつ

ねらい

子ども 教師
教材

教師の指導の意図とは、道徳科の授業で、子どもにどのよう
なことを考えさせ、どのようなことに気付かせたいのかを明
らかにすることであり、子どもが自己の生き方を考えていく
ために欠かすことのできない指導の方向性です。

〔実態〕親切とは何かをしてあげるという意識が高く、相手の気持ちを
確かめずに自分本位のお節介になってしまう。
〔意図〕親切では、相手が求めていることをするのが大切であることに
気付き、相手の気持ちを考えて親切にしようとする判断力を育てたい。

発問を構成する際は、授業のねらいに深く関わる中心的な発問（中心発問）をまず考えます。教材
や子どもの実態から、子どもがどのように考えるか予測しながら、ねらいに迫ることができるように考えます。

「深い学び」とするために、発問を第２層「心情理解レベル」から、
第３層「道徳的価値レベル」へ、さらにもう一段掘り下げましょう。

心情理解から、もう一段掘り下げる発問づくりに、挑戦していきたいです。
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授業の展開例

問題意識を高める

算数の問題がもうちょっとで解けそうなとき

に、答えを友達が教えてくれました。ありが

とうって言ったけれど、モヤモヤした。

確かに…。どのように考えると、相手がい

つでも嬉しくなるのかな？

友達にしてもらって、「嬉しい」
と感じたことはありますか。それ
は、どんなことですか。

友達にしてもらって、「嬉しくな
いな。それってお節介だ。」と感
じたことはありますか。

逆上がりができない時に、練習に付き合って

もらい、とっても心強かったです。

相手のことを思ってしていることな
のに、「嬉しい」時と、「嬉しくな
い」時があるのはどうしてかな？

考えさせたい道徳的な問題を、子どもの言葉で引き出します。

範読後

教材文を範読する 読み取りではないので、学級の子ども全員が場面の状
況をとらえることができる手立てを講じます。

おばあさんに「荷物、持ちます。」と声をかけたの
に、「いいですよ。」と断られたとき、「ぼく」は
どんなことを考えたのでしょう。

何か理由があるのかなあ。

※ 範読前に、追いたい登場人物の名前を板書したり、挿絵を
使って大まかな状況を説明し、理解を助けます。登場人物の
名前や関係が複雑な時や、長文の時などに有効です。本当に
考えさせたい発問に、じっくり時間をかけましょう。

〔範読前に〕「ぼく」（黒板に提示）は、学校帰りに、荷物を重そうに持っている一人の知らない
おばあさん（黒板に提示）に出会いました。迷ったけれど、「荷物、持ちます。」と声をかけまし
た。しかし、おばあさんに断られてしまいます。数日後、「ぼく」はまたおばあさんに会いまし
た。「ぼく」は、どんなことを考えたのでしょうか。「ぼく」の思いを考えながら聞きましょう。

おばあさんのことが心配だったから。断った理由が分かってもなお、「ぼく」が
おばあさんの後ろをついて歩いたのはなぜ
でしょう。

多面的・多角的に考える

勇気を出して言ったのに。

言わなきゃよかった。

どうするか迷ったと思う。でも、気に

なったからついていった。

気になるのなら、「大丈夫ですか。」っ
て、声をかければよかったんじゃない？

おばあさんの気持ちって？くわしく教えて。

※ゆさぶりをかけながら多様な考えを引き出します。

「ぼく」は、このおばあさんの気持ちが

分かったから、声をかけなかったんじ

ゃないのかな。

自己を見つめる

あなたは、相手の気持ちを考
えて行動していますか。

心のものさし

い
つ
も
し
て
い
る

し
て
い
る
こ
と
が

多
い

時
々
し
て
い
る

あ
ま
り
し
て
い
な
い

どうしてそこに〇を付けたの
かな。理由を書きましょう。

例：「心のものさし」を使った振り返り

道を聞かれたけど、

遊びたくて、「知らな

い。」と言ってしまっ

たことがあった。

自分事

※ 自己を見つめ、具体的な体験と結び付けることで、ねら

いとする道徳的価値を実現することのよさや難しさを実感

させます。知的な理解に留めないことがポイントです。

ぼ
く

知
ら
な
い
お
ば
あ
さ
ん

重要

重要
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コラム：教材を吟味するために… 道徳の教材研究って、どうす
ればよいのかなあ？

教材研究で大切なことは、教材を「吟味」することです。細かに「分析」していくことも大事

ですが、それ以上に、「吟味」の作業で教材を味わい、その魅力やそのテーマ性を浮き彫りにす

ることが肝要です。

小学校学習指導要領解説の道徳編ｐ.81 の「学習指導案作成の主な手順」の項目では、「教材

を吟味する」と示しています。教材の中に子どもに考えさせたい道徳的価値に関わる項目がどの

ように含まれて、教材自体にどのようなテーマが内在しているかについて吟味することが大切で

す。教材を全体的、構造的に吟味するために、次のような方法があります。

上段：解説のコピー

下段：教材文のコピー

教材文のコピーは、折って貼り合わせます。

まずは、教師が「解説の指
導の要点」と「教材文」を
つなげて考えることで、こ
の教材において子どもに考
えさせたいことが、浮かび
上がってきます。
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○実態把握から具体的な指導内容を設定するまでの流れ 
 

  

 

 

 

 

 
 

例：集団の中における感情や行動を自分でコントロールする力を高めるための指導 

１ 個々の実態を的確に把握する 
① 障がいの状態、発達や経験の程度、興味・関心、学習や生活の中で見られ

る長所やよさ等 
・学級のルール等について、内容は理解しているものの実際の場面になると、自分がし

たいことを優先してしまう場合が多い。  
・教科学習の理解はよく、習得も速いが，出し抜けに答えたり、友達に伝えたりしてし

まう。また、テストでは解答欄を間違えるなどのうっかりミスが多い。  

・昆虫など小動物が好きで、校庭で見つけると捕まえてくるが、突然、友達の目の前に
突き付けて驚かせる。 

・遊びやゲームなどを面白くする工夫やルールを提案することが得意だが、唐突にルー

ルを変えようとする傾向がある。  

② 収集した情報を自立活動の区分に即して整理する。 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 

 ・前向きで

活動的であ

るが、最近

少しできな

い自分を責

めるような

発言が見ら

れる。 

・他者のため

に役立ちたい､

他者と関わり

たいという気

持ちは強い。 

・聞くより

見る方が理

解しやすい｡ 

・人や物にぶつ

かる、道具を使

用することが苦

手など、意識的

に身体操作をす

ることに困難が

ある｡ 

・相手の立場を意

識することが難し

く、自分の興味・

関心を優先してし

まう。 

 
 
 
 
 
 

 

２ 実態把握に基づいて課題同士の関連と指導すべき課題の整理 

 

 

 

 

 

収集した情報を○○年後の姿の観点から整理 
・保護者は、衝動的な言動により､高い理解力を生かし切ることができないことや、ま

た、友達との距離が離れてしまうことを心配している。（心、人）  

・叱責や失敗体験が成功体験を上回ると、学習や生活に対する意欲や自信が低下するこ
とが考えられる。（心、人） 

・本人の特性に応じた配慮が続けられれば、中学校に行っても本来持っている力を発揮

することができるだろう。（人、環） 

自立活動は「個々の幼児児童生徒の実態に応じて」

目標を立て、指導していくものです。 

自立活動の指導にあたっては、「個別の指導計画」を

作成することが重要になります。 

「個別の指導計画」の作成にあたって、まずは、実態

把握が大切になります。この実態把握に基づいて指導

目標を設定し、具体的な指導方法を考えていきます。 

・落ち着いた状況であれば、相手の表情や口調等から適切な判断ができることが多

く、取組を認められると熱心に取り組むことから、衝動的な言動をコントロールで
きたときにすぐに褒めることにより、徐々に自分の言動をコントロールできるよう
になることが期待できる。 

・視覚的な情報からルールを守ることの大切さを知るとともに、ルールを守ったり衝
動的な言動を減らしたりすることで楽しい活動ができる経験を多く積み、自分の身
体をコントロールすることで気持ちを安定させる方法を学ぶなどして、衝動的な言

動を自分でコントロールする力を高める。 

自立活動の指導のための個別の指導計画 
 

○ 自立活動の指導は、個々の幼児児童生徒が自立を目指し、障害による学習

上又は生活上の困難を主体的に改善・克服しようとする取組を促す教育活

動であり、個々の幼児児童生徒の障害の状態や発達の段階等に即して指導

を行うことが基本である。（特別支援学校学習指導要領解説自立活動編より） 

実

態

把

握 

 

まずは、子どもの
実態について思い
つくことを記入し
ていきます。 

得た情報を自立活
動の内容の６つの
区分で整理します｡
整理に悩む場合は
コーディネートハ
ンドブック P.198
を参考にしてくだ
さい。 

期間を区切り、例
えば、卒業までに
どのような力を、
どこまで育むとよ
いのかを想定しな
がら整理します｡ 
 

課題同士の関連を
考えることで、課
題となる行動背景､
原因が予測できま
す。それが障がい
による困難さであ
り、改善・克服で
きる課題であれば､
指導すべき課題と
なります。 
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３ 今、指導すべき目標として 

４ 指導目標を達成させるための必要な項目選定（６区分２７項目） 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 

(1) 生活のリ

ズムや生活習
慣の形成 
(2) 病気の状

態の理解と生
活管理 
(3) 身体各部

の状態の理解
と養護 
(4) 障がいの

特性の理解と
生活環境の調
整 

(5) 健康状態
の維持・改善 

(1) 情緒の安定 

(2) 状況の理解
と変化への対応 
(3) 障がいによ

る学習上又は生
活上の困難を改
善・克服する意

欲 

(1) 他者とのか 

かわりの基礎 
(2) 他者の意図
や感情の理解 

(3) 自己の理解
と行動の調整 
(4) 集団への参

加の基礎 

(1) 保有する感

覚の活用 
(2) 感覚や認知
の特性について

の理解と対応 
(3) 感覚の補助
及び代行手段の

活用 
(4) 感覚を総合
的に活用した周

囲の状況の把握
と状況に応じた
行動 

(5) 認知や行動
の手掛かりとな
る概念の形成 

(1) 姿勢と運

動・動作の基本
的技能 
(2) 姿勢保持

と運動・動作
の補助的手段
の活用 

(3) 日常生活
に必要な基本
動作 

(4)身体の移動
能力 
(5) 作業に必

要な動作と円
滑な遂行 

(1) コミュニケーシ

ョンの基礎的能力 
(2) 言語の受容と表
出 

(3) 言語の形成と活
用 
(4) コミュニケーシ

ョン手段の選択と活
用 
(5) 状況に応じたコ

ミュニケーション 

 

 

特別支援学校学習指導要領解説自立活動編より一部抜粋 

特別支援教育センター発行コーディネートハンドブック〔2020年版〕より一部抜粋 

指 

導 

内 

容 

・小集団において、ル
ールを守ることや負け

た時の対応方法などを
身に付けるため、簡単
な ルールのあるゲー

ム等に取り組む。 

・学校の中で起こる様々
な場面をビデオや絵で見

て、その場面を、登場人
物の気持ちを考えながら
演じたり、ビデオ撮影等

で自分の言動を客観的に
見たりしながら、適切な
行動を、その理由と共に

話し合う中で理解する。 

・気持ちを安定させ
るために、身体を自

分で適切にコントロ
ールできるようにな
る。 

指
導 

場
面 

教育活動全体 
時間における指導 

教育活動全体 
時間における指導 

教育活動全体 
時間における指導 

評 

価 

【次年度に向けた引き継ぎ】 

・通級による指導の場において、成功体験を実感することのでき
る学習環境の中で、衝動的な言動をコントロールしながら、望
ましいコミュニケーションや円滑な集団参加ができる。 

「特別支援学校学習指導要領解説自立活動編」

では、実態把握から具体的な指導内容を設定す

るまでの流れの例や事例が示してあります。 

さらに、特別支援教育センター発行 

コーディネートハンドブック〔2020 年版〕に記入例等が

詳しく掲載されています。特別支援教育センターホームペ

ージからもダウンロードできます。 

● ● ● ● ● ● 

● 

 

● ● 

自立活動の内容の６区分
２７項目のどの項目が関
連しているかチェックし
ていきます。チェックが
つかない項目もあります｡ 

目
標
設
定 

具

体

的

な

指

導

方

法 

指導すべき課題から、本
人の実態及び自立活動の
指導場面によって、今、
指導すべき目標を決定し
ていきます。 

指導内容との関連
を図り、線でつな
ぎます。 

指導内容が、一つ､
二つの場合もあり
ます。記入欄が不
足する場合は追加
してください｡ 

授業時間を設定し
て行う自立活動の
時間における指導
を中心とし、各教
科等の指導におい
ても自立活動と密
接な関連を図る必
要があります。 
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